
全
-U£
局
、
完

第
十
九
単
位
第
三
暁
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
護
行

明
初
江
南
の
宮
田
に
つ
い
て

(上)

ー

l
蘇
州
・
松
江
二
府
に
お
け
る
そ
の
具
瞳
像
1

l

森

正

夫

は

じ

め

に

一
宮
田
の
系
統
・
面
積
・
徴
牧
率

二
宮
田
承
佃
を
可
能
に
す
る
係
件
若
干

三
承
佃
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
(
以
下
次
披
)

む
す
び
に
か
え
て

- 1一

十ま

じ

め

明
代
の
江
南
、
な
か
で
も
長
江
下
流
の
デ
ル
タ
地
帯
の
田
土
の
う
ち
、
中
央
政
府
の
帳
簿
に
「
官
田
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
部
分
は
、
第
一

表
の
よ
う
に
、
大
き
な
比
率
を
占
め
る
。
こ
の
宮
田
か
ら
徴
牧
さ
れ
る
租
税
は
、
民
田
か
ら
の
民
糧
に
劃
し
て
「
官
糧
」
と
よ
ば
れ
た
が
、
宜

僅
初
年
、
蘇
州
府
の
全
貰
徴
秋
糧
額
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
九
五
・
四
七
称
、
正
徳
の
頃
の
松
江
府
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
九
四
・
二
ハ
Mm
と
い

う
多
き
に
還
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
洪
武
二
十
六
年
〈
一
三
九
三
〉
嘗
時
、
こ
の
宮
糧
を
主
要
部
分
と
す
る
蘇
州
府
の
質
徴
秋
糧
額
二
七
四
万

六
九
九
O
石
は
、
全
国
綿
計
の
二
四
七
二
万
λ
入
五
O
石
の
一
一
・
一
一
%
、
松
江
府
の
一
一
一
万
二
四
O
O
石
は
、
四
・
五
O
%
、
計
一
五

315 
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-
六
一
%
を
占
め
て
い
る
(
梁
方
仲

・
明
代
艦
長
制
度

・五
六
頁
「
明
洪
武
二
十
六
年
全
国
分
匡
秋
殺
寅
徴
数
及
其
百
分
比
」
・

奥
援
は
寓
暦
大
明
禽
典
・
谷

二
四
・
曾
計
一
・
税
制
松
二
。
首
代
の
先
進
地
帯
た
る
こ
の
地
方
を
主
封
象
と
し
て
進
め
ら
れ
た
職
後
の
明
代
祉
曾
経
済
史
研
究
は
、

し
ば
し
ば
こ
の
宮
田
に
ふ
れ
、

行
論
の
中

で

そ
れ
を
中
央
集
権
的
官
僚
圃
家
た
る
明
王
朝
の
重
要
な
財
政
的
基
礎
と
し
て
評
債
す
る
(
梁

・
愛
宕
・
周

田
中
・
佐
伯
の
各
氏
)
と
と
も
に

そ
の
徴
枚
率
を
私
租
と
等
し
い
も
の
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
{
呂
田
制
度
が
こ
の
地
方
の
農
業
経
営

に
課
し
た
苛
酷
な
政
治
的
枚
奪
を
強
調
し
、
こ
こ
に
農
民
居
の
分
解
を
促
進
す
る
主
要
な
契
機
を
見
る
(
西
崎

・
佐
伯
・
田
中
・
寺
田
の
各
氏
)
の

で
あ
札
。
私
も
富
田
制
度
と
い
う
特
異
な
形
を
と
っ
た
明
朝
政
府
の
こ
の
先
進
的
経
横
地
帯
に
封
す
る
農
業
生
産
力
把
握
の
し
か
た
と
、
首
代

こ
の
地
直
に
お
け
る
土
地
所
有
の
あ
り
か
た

・
農
民
の
再
生
産
の
し
く
み
と
の
あ
い
だ
の
相
互
関
係
の
も
っ
て
い
る
重
要
性
を
認
め
る
に
や
ぶ

ま
ず
必
要
傑
件
と
し
て
、
宮
田
を
直
接
の
封
象
と
し
、
時
期
と
地
域
と
を
限
定
し
た
、
よ
り
具
瞳
的
な

研
究
過
程
が
ふ
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
比
率
の
大
き
い
蘇
州

・
松
江
二
府
の
官
田
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
地

方
志
や
文
集
の
含
む
資
料
の
定
量
的
分
析
を
な
か
だ
ち
と
し
て
、
そ
の
明
初
洪
武
年
聞
に
お
け
る
具
瞳
的
な
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試

さ
か
で
は
な
い
が
、

そ
の
た
め
に
は
、

み
た
。

- 2 -

な
お
、
麿
鶴
徴
(
天
下
郡
図
利
病
番
・
原
編
第
七
冊
・
武
進
勝
志
)
や
顧
炎
武
(
日
知
飯
山
世
十

・
蘇
松
二
府
回
賦
之
霊
)
の
よ
う
に
、
{
呂
田
の
性
格
を

所
有
権
の
園
家
蹄
属
や
生
産
物
徴
枚
率
の
官
租

(
H闇
家
へ
納
入
す
る
小
作
料
H

地
代
)
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
て
、
名
賀
と
も
に
国
家
所

有
地
と
し
て
明
確
に
規
定
す
る
か
、
組
文
献
通
考
の
著
者
王
折
(
容
六
・
回
賦
考

・
宮
田
)
の
よ
う
に
「
官
」
へ
の
蹄
腐
を
軍
な
る
擬
制
と
し
、

重
税
の
私
有
国
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
理
解
す
る
か
|
|
こ
の
黙
の
究
明
は
、
首
代
中
国
に
お
け
る
園
家
擢
力
の
性
格
を
考
え
る
上
で
見
逃

す
こ
と
の
出
来
な
い
示
唆
を
輿
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
研
究
の
未
熟
と
、
焦
貼
を
上
記
問
題
に
し
ぼ
る
た
め
に
、
正
面

か
ら
は
論
じ
な
か
っ
丸
。
ま
た
、
皇
荘

・
牧
地

・
屯
固
な
ど
を
除
き
、
長
江
流
域
以
南
に
分
布
す
る
所
謂
「
{
呂
田
」
の
全
構
造
の
解
明
と
そ
の

歴
史
的
評
償
と
は
、
蘇
州

・
松
江

・
嘉
興

・
湖
州

・
常
州
・
鎮
江
の
漸
西
地
面
六
府
の
あ
り
か
た
と
、
湖
慶

・
江
西

・
一拍怨

・
漸
東
・
前
記
蘇

松
常
鎮
の
諸
匿
を
除
く
南
直
隷
各
府
の
そ
れ
と
を
比
較
し
、
{
呂
田
に
お
け
る
「
官
糧
」
所
調
官
租
と
雑
役
労
働
制
と
の
相
閥
閥
係
を
追
求
す
る



な
ど
、
制
度
史
的
賞
垂
を
も
行
い
つ
つ
、
官
糧
重
額
部
分
の
徴
牧
率
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
同
じ
部
分
に
射
す
る
銀
布
に
よ
る
折
納
や
耗
米
一
や
均

策
が
本
格
化
さ
れ
た
宣
徳
期
円
所
調
宮
田
民
田
一

則
化
と
い
う
徴
牧
率
の
一
本
化
を
見
た
正
徳

・
嘉
靖
期
を
二
つ
の
山
と
す
る
崩
壊
へ
の
過
程

は
じ
め
て
可
能
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
他
日
機
曾
を
得
て
輩
表
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

を
た
ど
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、

富
田
の
系
統

・
面
積

・
徴
枚
率

本
節
の
行
論
の
一
部
に
よ
っ
て
、
明
朝
政
権
の
長
江
下
流
地
帯
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
把
握
が
、
基
本
的
に
は
、
官
田
の
設
置
と
い
う
形

で
行
わ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
全
国
土
の
玉

O
%以
上
が
宮
田
と
し
て
登
録
さ
れ
た
蘇
州
・
松
江
の
雨
府
は
、
そ
の
典
型
で
あ

り
、
以
下
、
雨
府
宮
田
の
成
立
の
系
統
と
面
積
・
徴
収
率
に
つ
い
て
の
、
あ
ら
か
た
の
方
向
が
さ
ぐ
ら
れ
る
。

ー、

宮
田
の
諸
系
統
洪
武
年
聞
の
同
時
代
的
資
料
と
し
て
貴
重
な
虚
熊
の
洪
武
蘇
州
府
志
は
、
宋
棟
の
序
に
よ
っ
て
、
里
甲
制
成
立
の
二

年
前
、
洪
武
十
二
年
(
一
三
七
九
)
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
著
者
は
、
容
九
・
田
畝
に
お
い
て
、
第
一
表
の
ご
と
く
、

「
本
朝
計
捜
本
府
所
轄
六
豚
及
崇
明
新
隷
共
有
国
土

・
六世
間
七
四
九
O
頃
O
O畝
(
分
以
下
略
〉
」
を
、
衣
の
三
つ
の
主
要
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
す

- 3一

る

抄民官

国田
波

田

土土土

官
同

二
・
九
九
O
六
頃
O
七
畝

一一
・
O
九
四
五
頃
五
一

畝

一
・
六
六
三
八
頃
四
O
畝

す
な
わ
ち
、
洪
武
十
二
年
頃
、
民
田
土
を
文
字
通
り
に
人
民
私
有
の
田
土
と
考
え
る
と
、
そ
の
他
に
「
{
呂
田
土
」
と
「
抄
夜
田
土
」
と

い
う
二

年
間
(
一
四
二
六
l
一
四
三
五
)

つ
の
系
統
が
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
、
民
田
以
外
の
田
土
、
所
謂
宮
田
を
い
く
つ
か
の
系
統
に
分
け
る
意
識
は
、
宣
徳

中
央
政
府
の
戸
部
官
僚
に
も
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
首
時
の
蘇
州
知
府
況
鍾
の
「
再
請
減
秋
糧
及
描
荒
糧

317 
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抽
取
船
隻
奏

(
況
太
守
集
谷
八
)
中
に
あ
る
戸
部
の
駁
査
に
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洪
武
初
年

古
額
宮
田
起
科
己
定

不
在
開
除
之
例

止
令
将
洪
武
年
間
抄
波
宮
田
糧
減
除

と
述
べ
ら
れ
た
「
古
額
宮
田
」
と
「
抄
波
宮
田
」
と
の
封
比
で
あ
る
。
そ
し
て
、
洪
武
府
志
が
別
々
に
数
字
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
直

別
が
、
首
時
、
意
識
の
上
の
み
で
は
な
く
帳
簿
の
上
で
も
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
こ
の

「
抄
波
田
土
」
は、

「
抄
割
田
土

今
年
税
糧
照
依
宮
田
減
牢
入
官
不
矯
常
例
」
(
皇
明
詔
令
・
各
二
・
量
克
江
西
等
省
田
租
詔

・
洪
武
十
五
年
四
月
、
江
東
・
江
西

・
掘削江

・
南
直
隷

の
各
府
州
に
封
す
る
も
の
)
と

い
う
よ
う
に
、
税
糧
錨
克
に
際
し
、
全
克
の
民
田
と
は
し
ば
し
ば
直
則
さ
れ
て
い
た
「
{
呂
田
」
と
同
様
の
扱
い
を

受
け
た
。
洪
武
十
四
年
(
一
三
八
一
)
、

賦
役
黄
附
の
制
定
の
お
り
、
こ
の
「
抄
波
田
土
」
は
宮
田
則
例
に
よ
っ
て
起
科
す
べ
き
田
土
と
し
て

登
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
成
立
時
の
特
徴
は
徴
枚
率
の
上
に
残
さ
れ
、
況
鍾
を
し
て
「
抄
波
宮
田
」
と
い
う
表
現
を
と
ら
し
め
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
洪
武
府
志
は
特
に
そ
れ
と
指
定
し
て
吋
ジ
ャ
ン
ル
を
設
け
て
い
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
ほ
か
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
系
統
は
、

司

ω

ω

初
官
回
皆
宋
元
時
入
宮
田
地
販
後
有
還
宮
田
・
波
{
呂
田

・
断
入
宮
田
(
明
史
容
七
十
七

・
食
貨
二

に

b

h

園
初
有
国
兵
焚
後
遺
下
土
田
無
主
者
有
籍
波
張
士
誠
者

有
籍
波
土
豪
虐
民
得
罪
者
此
之
謂
宮
田
(
崇
禎
松
江
府
士
山

・
出
世
八
・
回
賦
一
)

官
産
者
逃
一
組
人
一
円
盤
抄
由
阿
倍
守
一
唄
入
籍
於
官
者
也
(
柑
農
相
上
元
麻
志
・
容
二

・
回
賦
)

右
各
資
料
中
、

ω印
を
附
し
た
元
末
戟
乱
に
よ
る
逃
亡
、
戸
組
等
に
よ
る
無
主
の
田
で
あ
る
。
こ
れ
を
藤
井
宏
氏
(
明
史
食
貨
志
謬
註
上

・
田
制
)

の
名
の
下
に
入
れ
て
お
く
。
右
資
料
中
明
史
の
い
う
還
宮
田
は
、
文
意
に
よ
れ
ば
明
代
に
な
っ
て
か
ら
の

- 4 -

の
分
類

に
よ
っ
て

「
断
入
宮
田
」

還
官
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
慮
理
方
法
そ
基
準
と
し
て
な
さ
れ
た
分
類
で
あ
る
か
ら
枠
外
に
お
き
、
残
る
三
系
統
を
、

左
の
よ
う
に
、
洪
武
蘇

及
び
明
以
前
と
以
後
と
に
整
理
す
る
。

州
府
志
の
項
下、

こ抄官洪
の波田武
よ回凶府
う土土志
た {戸{

5:i-(町内(可

塑抄断古
乞浸入額
問 官官官
題回岡田

す浸透宋
る宮下元
の国土時
-回入

は籍無官
波主閃
成張者
立士・
の誠逃
系者甲
統ふ会

に&̂-
よ土籍
つ豪於
て虐官
徴民者

枚程
率玄
がと__.-..-

異明明 屈
な以以 ZE
り後前山

面
積

差
カ2

あ
てコ

て

""司国
田
承
佃
の
傑
件

jp 

な
り

の
相
違
が
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。



洪
武
年
間
抄
波
宮
田

起
科
多
者

毎
畝
不
遇
三
四
斗

其
所
不
勝
者

正
在
古
額
宮
田
(
前
引
・
況
太
守
集
の
同
じ
上
奏
)

農
民
可
勝

す
な
わ
ち
、
右
の
況
鍾
に
よ
れ
ば
、
明
以
前
の
系
統
が
非
常
に
重
く
、
明
以
後
の
う
ち
前
掲
伽
印
の
抄
波
宮
田
は
比
較
的
軽
い
と
い
う
。
こ
の

況
鍾
の
見
解
は
、
第
二
表
に
整
理
輔
載
し
た
洪
武
蘇
州
府
志
の
府
内
各
豚
項
下
の
系
統
別
徴
枚
率
に
つ
い
て
分
析
b
た
結
果
と
ほ
ぼ
封
障
関
係

を
示
す

eω
印
の
断
入
宮
田
系
統
も
、
註
制
及
び
本
節
E
か
ら
、
{
呂
田
の
中
で
は
相
封
的
に
徴
牧
率
の
軽
い
こ
と
を
推
定
し
得
る
。

松
江
府
の
場
合
は
、
洪
武
J
宣
徳
期
の
宮
田
に
つ
い
て
、
そ
の
系
統
と
徴
攻
率
と
の
相
関
閥
係
の
全
貌
を
語
る
同
時
代
資
料
に
乏
し
い
内
し

か
し
、
況
鍾
と
交
渉
の
深
か
っ
た
工
部
右
侍
郎
・
巡
撫
南
直
隷
・
線
督
視
線
た
る
周
枕
が
、
左
に
引
く
よ
う
に
、
宣
徳
期
に
迎
え
た
宮
田
瞳
制

の
危
機
に
あ
た
り
、
徴
枚
率
切
り
下
げ
の
主
封
象
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
が
と
く
に
重
い
と
い
わ
れ
た

日「
古
額
」
宮
田
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
問

題
と
し
た
時
期
の
吠
況
を
ほ
ぼ
正
し
く
停
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

華
亭
・
上
海
奮
有
官
国
税
線
二
高
七
千
九
百
徐
石

倶
是
古
額

乞
依
民
田
起
科

庶
徴
収
易
完
(
明
質
録
・
宣
徳
七
年
三
月
戊
辰
)

科
殺
甚
重

一
概
に
宮
田
と
い
っ
て
も
、
系
統
ご
と
に
、
毎
畝
嘗
り
の
徴
収
率
が
異
な
る
と
す
れ
ば
、
明
初
洪
武
年

間
に
あ
っ
て
は
、
ど
の
系
統
が
ど
の
程
度
の
比
重
を
占
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
は
っ
き
り
と
定
量
佑
し
き
る
こ
と
は
も
と
よ
り
困
難

E
、
各
系
統
別
の
面
積
と
徴
牧
率

- 5一

次
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
接
近
は
可
能
だ
と
考
え
る
。
蘇
州
府
に
お
け
る
洪
武
十
二
年
(
二
ニ
七
九
〉
頃
の
三
九
ジ
ャ
ン
ル
の
面

積
、
な
ら
び
に
比
率
は
、
龍
引
の
洪
武
府
志
に
よ
り
(
合
計
は
畝
以
下
切
り
捨
て
の
た
め
本
文
よ
り
一
頃
少
な
い
)

で
あ
る
が

同
同
宮
田
土

制
抄
波
田
土

民
国
土

合

計

二
九
九
O
六
頃

二
O
九
四
五
頃

一
六
六
三
八
頃

六
七
四
八
九
頃

凹
四

・
三
三
%

三
一
・

O
三
%

二
四
・
六
五
%

一
0
0
・
O
一
%

右
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。
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一
方
、
開
墾
の
限
界
を
あ
ら
わ
し
、
明
一
代
の
基
本
的
数
値
と
み
な
さ
れ
て
い
る
姑
蘇
志
・
巻
十
五
・
田
賦
所
載
、
弘
治
十
五
年
(
一
五

O

二
)
の
統
計
は
、
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同
制
同
官
団
地

民

団

地

合

計

六
O
O九
四
頃

三
五
三
二
三
頃

九
五
四

一
七
頃

六
二
・
九
八
Mm

三
七

・
O
二
%

一0
0
・

oowm

と
な
る
。
雨
者
の
線
計
聞
に
存
在
す
る
二
高
七
九
二
七
頃
の
相
異
が
、
開
墾
あ
る
い
は
抄
視
の
進
行
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
も
含
め
た
統
計
整

備
の
指
標
と
し
て
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、

そ
の
う
ち
、
民
団
の
増
加
分
を
除
き
、
弘
治
十
五
年
の
富
田
地
六

O
O九
四
頃
と
、
洪

武
十
二
年
頃
の
官
国
土
・
抄
波
田
土
の
合
計
五

O
九
五
一
頃
と
を
比
べ
る
と
、
九
二
四
三
頃
の
差
が
あ
る
。
後
者
、
す
な
わ
ち
洪
武
蘇
州
府
志

所
載
の

「
{呂田
土
」
は
、

註
同
で
推
定
し
た
よ
う
に
、
相
首
量
の
断
入
宮
田
系
統
己
登
録
分
と
、
宋
元
宮
田
と
の
和
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
今
、
便
宜
上
、
す
べ
て
「
宋
元
宮
田
」
と
し
よ
う
。

そ
の
後
も
こ
の
宋
元
宮
田
の
数
値
は
増
加
し
な
い
も
の
と
限
定
す
る
。
他

方
、
洪
武
十
二
年
以
後
の
宮
田
的
田
土
〔
伽

+ω
〕
の
増
加
分
九
二
四
三
頃
の
内
容
を
、
そ
の
後
の
戸
緬
無
主
田
H
断
入
宮
田
の
登
録
に
よ
る

編
入
分
と
、
洪
武
十
二
年
頃
よ
り
以
後
に
さ
ら
に
進
め
ら
れ
た
抄
復
に
よ
る
田
土
と
の
和
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
、
姑
蘇
志
所
載
弘
治
十
五

年
の
数
値
と
、
洪
武
二
十
六
年
(
二
二
九
三
)
三
月
迄
に
成
立
し
て
い
た
諸
司
職
掌
所
載
の
数
値
は
、
と
も
に
同
系
統
に
属
す
る
(
同
時
に
明

一
代
の
基
本
的
な
数
値
で
あ
る
)
と

い
う
殆
ん
と
確
買
な
推
定
に
よ
っ
て
、
姑
蘇士
山
の
数
値
を
、
第
二
回
賞
冊
撰
造
の
結
果
た
る
洪
武
二
十
四

年
(
二
二
九
一
)
の
統
計
に
比
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
前
提
を
置
け
ば
、

そ
し
て
、

- 6ー

同
宋
元
宮
田

川
刷
抄
波
及
断
入
官
国

民

団

二
九
九
O
六
頃

三
O
一
八
八
頃

三
五
三
二
三
頃

三
一
三
四
%

コ
二
六
四
%

三
七

・
O
二
%

と
い
う
洪
武
二
十
四
年
嘗
時
の
比
率
が
出
る
。
こ
の
う
ち
、
宋
元
宮
田
に
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
洪
武
十
二
年
頃
迄
に
登
録
さ
れ
て
い
た
断
入

富
田
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
断
入
宮
田
と
抄
波
宮
田
と
の
和
、

ωプ
ラ
ス

ωは
、
右
の
=
二

・
六
四
%
よ
り
も
、
現
賓
と

し
て
は
、
も
っ
と
多
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
値
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
1

l
つ
ま
り
最
も
少
な
く
見
積
っ
て
も
、
明
初
洪
武
二

十
四
年
頃
迄
に
は
、
最
も
多
く
見
積
っ
た
宋
元
宮
回
数
と
同
額
、
蘇
州
府
田
土
の
約
三
分
の
一
弱
が
、
抄
浪
及
び
断
入
の
宮
田
と
し
て
新
設
さ



れ
た
わ
け
で
あ
る
(
註
川
の
八
官
国
〉
項
下
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
新
設
の
官
田
が
、
明
以
前
の
宋
元
宮
田
を
凌
駕
す
る
乙
と
は
ま
ず
確
か
で
あ
ろ
う
)
。

以
上
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、

ー
で
簡
車
に
ふ
れ
た
系
統
と
徴
牧
率
と
の
相
閥
閥
係
を
よ
り
具
瞳
化
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
田
土
面
積
の
場
合

と
同
様
に
]
洪
武
二
十
四
年
、
第
二
回
責
冊
損
遣
の
結
果
を
示
す
諸
司
職
掌
所
載
の
蘇
州
府
秋
糧
線
数
二
七
四
高
六
九
九
O
石
と
同
系
統
の
宣

徳
五
年
嘗
時
の
同
府
秋
糧
線
敷
二
七
七
高
九
一

O
九
石
(
況
太
守
集
・
各
七
・
請
減
秋
糧
奏
・
宣
徳
五
年
七
月
二
十
六
日
)
と
い
う
統
計
が
、
幸
い
に

も
、
「
{
呂
田
糧
」
二
六
二
高
五
九
一
五
石
(
九
五
・
四
七
%
〉
と
「
民
田
糧
」
一
五
高
三
一
七
四
石
(
四
・
五
三
%
〉
と
に
直
別
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
各
々
を
、
洪
武
二
十
四
年
首
時
の
も
の
と
し
た
前
出
の
宮
田
面
積
〔
例
宋
元
+
川
抄
漫
+
ω
断
入
〕
と
民
田
面
積
と
で
除
算
し
、

こ
の
嘗
時
の
毎
畝
卒
均
徴
枚
率
を
算
出
す
る
。
〈
宮
田
リ
四
斗
三
升
六
合
九
勺
徐
〉
、
八
民
田
H
四
升
三
合
三
勺
徐
〉
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ

る
。
今
、
宮
田
の
う
ち
、
宋
元
宮
田
に
高
率
を
多
く
含
む
こ
と
は
v

本
節
の

I
及
び
註
仰
に
引
用
し
た
文
献
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
叉
抄
漫
原

額
田
の
面
積
は
、
ム
「
減
科
目
の
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
狭
い
が
、
こ
れ
も
四
斗
蓋
以
上
、
五
斗
蓋
・
六
斗
牽
を
含
み
七
斗
蓋
に
至
る
高
率
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
註
例
で
確
か
め
得
た
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
高
率
部
分
の
税
糧
数
を
含
ん
だ
二
六
二
高
徐
石
を
卒
均
し
た
結
果
が
毎
畝
四
斗

三
升
絵
に
な
っ
た
こ
と
は
、
重
要
な
示
唆
そ
興
え
る
。
す
な
わ
ち
、
残
る
二
種
目
の
う
ち
、
す
で
に
註
ω
に
よ
っ
て
三
斗
五
升
以
下
で
あ
る
こ

と
が
明
白
で
あ
る
抄
複
今
減
科
目
を
除
き
、
最
後
の
一
種
目
、
戸
紹
無
主
の
断
入
宮
田
も
毎
畝
四
斗
蓋
乃
至
そ
れ
以
下
の
徴
蚊
率
を
持
つ
と
い

う
非
常
に
確
か
な
推
定
が
可
能
と
な
り
、
註
刷
で
こ
の
断
入
宮
田
を
一
則
四
斗
の

「
開
耕
田
」
に
比
定
し
た
こ
と
に
も
現
貫
性
が
出
て
く
る
の

- 7ー

で
あ
る
。
以
上
の
考
察
に
則
し
て
、
洪
武
二
十
四
年
頃
の
蘇
州
府
に
お
け
る
宮
田
の
系
統
別
の
面
積
と
徴
枚
率
を
、
民
団
を
も
あ
わ
せ
て
表
示

す
れ
ば
、
宋
元
官
回

*

・
=
=
・
三
四
%
四

t
七
斗
牽
(
基
本
的
な
部
分
。
若
干
部
分
は
三
斗
牽
以
下
)

(
*
事
質
上
こ
の
数
値
を
か
な
り
下
回
る
)

*

也

事

抄
波
及
餅
入
宮
田
コ
二
・
六
四
%

(
本
*
事
賞
上
こ
の
数
値
を
か
な
り
上
回
る
)

抄

複

原

額

田

(

小

範

囲

)

四

l
七
斗
墓

、
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抄
泊
以
今
減
科
目
(
康
範
園
)

断
入
官
田

民

田

三
七
・

O
二
%

三
斗
憂
以
下

四
斗
蓋
乃
至
そ
れ
以
下

五
升
以
下
(
若
干
の
斗
軍
位
を
含
む
)

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
洪
武
年
聞
の
蘇
州
府
に
お
い
て
は
、
高
率
を
多
く
含
む
宋
元
宮
田
、
所
謂
古
額
官
田
と
と
も
に
、
最
低
に
見
積
っ
て
そ

れ
と
同
額
、
事
買
上
は
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
新
設
の
抄
漫
・
断
入
雨
系
統
の
近
額
宮
田
が
存
在
す
る
こ
と
、
後
者
の
大
部
分
が
三
J
四
斗

肇
の
徴
収
率
を
有
し
、
全
蘇
州
府
田
土
の
少
く
と
も
三
分
の
て
大
た
ん
に
い
え
ば
、

お
そ
ら
く
四
割
以
上
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
要
約

さ
れ
る
。

松
江
府

っ
し、

て
は

ー
で
も
燭
れ
た
よ
う
な
資
料
的
制
約
か
ら
、

蘇
州
府
に
用
い
た
方
法
を
取
り
得
な
い
。

そ
れ
に
代
る
手
段
の
一
つ

は
、
宜
徳
中
年
(
一
四
三

O
年
ご
ろ
)
以
後
に
行
わ
れ
た
宮
田
毎
畝
の
徴
枚
率
切
り
下
げ
以
前
の
も
の
で
、
洪
武
二
十
四
年
の
数
値
と
同
系
統

の
永
築
十
年
(
一
四
二
一
〉
分
秋
糧
各
項
の
徴
枚
額
一
二
五
寓
四
九
一
五
石
徐
や
、

- 8一

同
年
の
秋
糧
中
、
杭
米
・
嬬
米
・
赤
米
か
ら
な
る
米
穀

部
分
一
一
五
高
七
七
七
五
石
徐
と
、
ー
の
末
尾
で
示
し
た
宣
徳
七
年
(
一
四
三
二
)
現
在
松
江
府
下
二
鯨
の
「
科
糠
甚
だ
重
き
」
古
額
宮
田
部

分
の
税
線
数
二
蔦
七
九

O
O石
と
の
封
比
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
額
宮
田
部
分
は
、
蘇
州
府
の
場
合
と
同
様
、
査
官
田
の
中
で
、
又
一
府
全

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
比
重
を
占
め
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
見
と
お
し
が
出
て
く
る
。
第
二
の
手
段
は
、
宣
徳
の
徴
収
率
切
り
下

田
土
の
中
で
、

げ
(
{
呂
田
毎
畝
卒
均
約
二
五
%
強
〉
後
、
正
徳
七
年
(
一
五
二
一
)
以
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
第
三
表
、
松
江
府
税
糧
科
則
分
布
の
記
銀
で

あ
る
。
松
江
府
の
官
田
の
毎
畝
嘗
り
徴
枚
率
の
面
積
百
分
比
を
み
る
と
一

J
三
斗
牽
は
、
{
呂
田
中
の
買
に
七
七
・
三
二
%
、
全
国
土
中
の
六
三

五
升
蓋
が
七
三
・
五
三
%
を
占
め
る
の
と
好
封
照
を
な
し
つ
つ
、
こ
の
頃
首
府
下
に
存
在
し
て
い
た
宮
田
の

基
本
部
分
が
、
重
額
と
い
わ
れ
た
宋
元
の
そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
明
代
の
新
設
に
か
か
る
相
封
的
に
低
い
徴
収
率
(
民
田
の
そ
れ
と
は
直
別
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
〉
を
措
っ
た
部
分
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
、
さ
ら
に
、
府
下
全
国
土
の
基
本
部
分
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
理
解

さ
れ
る
。
な
お
、
第
三
表
を
も
と
に
し
て
算
出
し
た
切
り
下
げ
以
後
の
府
下
一
般
、
華
亭
牒
、
上
海
豚
に
お
け
る
官
民
田
の
毎
畝
卒
均
徴
牧
率

-O
五
%
に
達
し
て
、
民
田
中
、



は
、
第
四
表
に
ま
と
め
て
枚
録
し
た
が
、
こ
の
数
値
と
宣
徳
の
切
り
下
げ
率
と
か
ら
復
元
し
た
数
値
が
、
同
じ
く
第
四
表
の
洪
武
か
ら
宣
徳
の

切
り
下
げ
以
前
に
至
る
宮
田
毎
畝
卒
均
徴
枚
率
で
あ
る
。
全
府
卒
均
の
三
・

O
九
斗
、
最
も
高
い
華
亭
鯨
に
お
け
る
三
・
三

O
七
斗
と
い
う

数
値
は
、
蘇
州
府
の
そ
れ
よ
り
も
一
斗
強
低
い
と
い
う
特
徴
と
と
も
に
、
宮
田
の
貫
態
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

宮
田
承
佃
を
可
能
に
す
る
傑
件
若
干

前
節
で
分
析
し
た
宮
田
毎
畝
首
り
の
徴
収
率
は
、
し
ば
し
ば
宮
田
の
性
格
を
決
定
す
る
唯
一
の
指
標
で
あ
っ
た
が
、
宮
田
を
そ
の
内
部
に
と

り
入
れ
た
農
業
経
営
の
繕
績
を
支
え
て
い
た
も
の
は
、
「
税
」
よ
り
も
高
く
「
私
租
」
よ
り
も
低
い
と
い
う
徴
枚
率
自
身
の
特
異
性
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
以
下
、
蘇
松
地
方
の
官
田
制
度
の
具
韓
像
に
、
所
謂
再
生
産
の
し
く
み
と
い
う
角
度
か
ら
考
察
を
加
え
た
い
。

も
っ
と
も
基
本
的
な
問
題
と
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
明
代
(
一
四
世
紀
後
牢
以
後
〉
の
中
園
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
農

民
暦
の
重
要
な
支
出
部
分
と
な
っ
て
い
る
径
役
労
働
ー
ー
そ
の
一
大
部
門
と
し
て
里
甲
正
役
と
並
び
注
目
さ
れ
て
い
る
か
の
雑
役
努
働
の
、
{
呂

田
に
射
す
る
克
除
乃
至
軽
減
の
慣
行
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
朝
政
府
の
行
政
法
典
た
る
大
明
曾
典
に
は
正
式
の
規
定
と
し
て
全
く
見
出
す
乙
と
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そ
の
全
鰻
系
を
整
っ
た
形
で
明
確
に
す
る
手
段
は
殆
ん
ど
な
い
と
さ
え
い
え
る
。
こ
の
慣
行
を
記
録
し
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て

二
三
の
文
集
と
、
明
代
の
編
纂
に
か
か
る
各
地
方
志
の
田
賦
士
山
或
い
は
各
役
志
で
あ
っ
て
、
各
々
異
っ
た
表
現
を
と
り
つ
つ
も
、
そ
の
存
在
確

認
の
根
援
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
雑
役
と
い
う
も
の
の
明
代
に
お
け
る
本
質
的
性
格
に
も
と
ず
き
1

1
す

な
わ
ち
、
そ
れ
が
、
農
村
の
地
主
・
自
作
農
・
自
小
作
農
を
含
む
土
地
私
有
者
を
割
り
嘗
て
の
封
象
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
観
貼
に
立
ち
、
{
呂

田
は
国
家
の
田
で
あ
る
と
し
て
そ
の
封
象
外
と
考
え
る
か
、
{
呂
田
と
民
田
と
の
性
格
を
同
一
視
し
て
、
暗
々
裡
に
、
嘗
然
封
象
と
さ
れ
て
い
た

と
す
る
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
元
来
、
明
代
の
雑
役
は
、
洪
武
未
八
年
(
一
三
入
五
)
以
後
、
「
丁
糧
の
多
寡
・
事
産
の
厚
薄
」
に
も
と

ず
い
て
設
定
さ
れ
た
「
三
等
九
則
」
の
戸
則
を
基
準
と
し
て
余
差
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
4

藤
井
宏
氏
の
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
長
江
以
南
の

よ
う
に
、
田
土
の
生
産
力
が
人
丁
の
労
働
力
に
比
べ
て
相
封
的
に
高
く
評
値
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
資
産
の
中
で
最
も
明
瞭
な
不
動
産
で

が
出
来
ず
、

323 
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あ
る
と
い
う
理
由
も
あ
っ
て
、
明
初
以
来
、
田
土
が
か
な
り
重
要
な
基
準
と
し
て
考
え
ら
れ
て
来
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の

よ

う

な

前

提

を

置

く

と

き

、

そ

の

財

政

を

支

え

る

不

可

飲

の

要

素

た

る

雑

役

労

働

の

賦

課

劉

象

と

し

て
、
生
産
力
豊
か
な
こ
の
地
域
に
お
け
る
慶
大
な
宮
田
は
、
嘗
然
の
こ
と
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
舗
結
が
琢
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
他
方
、
宮
田
の
承
佃
者
と
な
っ
た
農
民
居
に
と
っ
て
は
、
私
租
よ
り
も
低
い
と
は
い
え
、
民
田
の
「
升
」
に
釘
し
て
「
斗
」
と
い
う

よ
う
な
単
位
を
呉
に
す
る
徴
枚
率
を
揚
っ
た
こ
の
特
殊
な
回
土
を
封
象
と
し
て
、
さ
ら
に
ふ
た
た
び
雑
役
労
働
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
相
首

国
家
権
力
た
る
明
朝
政
府
に
と
っ
て

の
重
荷
で
あ
る
。
従
っ
て
、
政
府
と
し
て
は
、
積
極
的
に
官
田
政
策
を
推
し
進
め
ま
ず
現
物
租
税
牧
入
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
以
上
、
{
呂
田
を

と
り
入
れ
た
農
業
経
営
内
部
に
お
け
る
再
生
産
の
纏
績
が
貫
際
に
可
能
か
不
可
能
か
と
い
う
角
度
か
ら
、

何
ら
か
の
措
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
宮
田
を
雑
役
努
働
一
綱
審
公
双
差
H
割
り
首
て
)
の
基
準
乃
至
封
象
と
し
て
除
外
す
る
か
、
或
い
は
換
算
率

を
軽
減
す
る
と
い
う
た
て
ま
え
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔
註
附
参
照
〕
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邑
之
回
有
宮
田
田
所

入

以

供
官
府
盈
誠
之
需
但
不
敏
闘
賦
而
不
服
雑
傷
者
也
(
天
下
郡
図
利
病
書

・
原
編
第
七
冊
・
常
鋲

・
靖
江
蘇
志
)

宮
産
者
逃
紹
人
一
戸
蟹
抄
波
等
項
入
籍
於
官
者
也
・
;
:
・
而
雑
箔
不
興
鷲
(
前
引
高
暦
上
元
麻
志
・
省
二

・
回
賦
)

こ
の

二
つ
の
典
型
的
資
料
は
、
蘇
松
地
方
に
隣
接
し
宮
田
地
帯
と
し
て
も
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
南
直
隷
の
常
州
府
・
醸
天
府
の
質
例
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
戸
則
の
設
定
と
は
、
戸
を
寧
位
に
し
て
雑
役
労
働
の
割
り
笛
て
を
決
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
貼
よ
り
す
れ

ば
、
{
呂
田
の
み
を
佃
種
し
て
生
計
を
立
て
る
人
戸
に
封
し
て
は
雑
役
を
克
除
す
る
と
い
う
表
現
も
、

た
と
え
ば
漸
東
の
金
華
府
な
ど
で
は
可
能
な
わ
け
で
あ
る
。

と
く
に
宮
田
が
一
瞬
の
田
土
の
中
で
少
な

い
地
方、

皆
菟
其
循
役
(
高
暦
蘭
鉛
豚
志
・
倉
一

・
回
賦
志
)

こ
れ
ら
地
方
志
の
示
す
た
て
ま
え
は
、
園
初
里
甲
制
成
立
(
洪
武
十
四
年

・
一
三
入
ご
以
前
の
時
期
に
お
け
る
雑
役
労
働
割
り
嘗
て
の
過

租
宗
時

凡
全
戸
佃
種
宮
田
者

程
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

各
自
出
水
馬
姑
及
遜
運
所
・
急
遜
舗
凡
陸
結
・
馬
有
上
中
下
三
等
験
民
回
線
出
備

一
戸
線
数
不
及
百
石
者
許
衆
一
戸
ム
口
被
弁
篤
一
夫
(
明
質
録

・
洪
武
一
元
年
正
月
笑
巴
)

大
率
上
馬
一
疋

殺
一
百
石

中
馬
八
十
石

下
馬
六
十
石

如



詔
計
均
工
夫
役

民
団
毎
頃
出
一
丁
篤
夫

民
成
便
之
(
明
貫
録
洪
武
八
年
三
月
壬
成
)

初
中
書
省
議

す
な
わ
ち
、
運
輸
・
通
信
、
園
都
造
営
工
事
な
ど
に
必
要
な
労
働
力
が
、
と
も
に
、
人
民
の
私
有
地
と
し
て
よ
り
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た

「
民
田
」
を
基
準
と
し
て
割
り
嘗
て
ら
れ
た
事
買
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
、
{
呂
田
を
そ
の
封
象
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
た
て
ま
え
を
知
り
得

'る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
で
、
嘗
該
蘇
松
地
方
に
焦
貼
を
移
し
て
い
こ
う
。
嘉
靖
二
十
一
年
(
一
五
四

一
)
頃
死
ん
だ
松
江
府
華
亭
鯨
の
人

名
臼
均
工
役

陸
深
は

そ
の
霜
山
徐
話
(
説
明
押
績
第
十
八
所
枚
)
に
お
い
て

今
東
南
之
国
有
二
則

之
則

放
受
田
之
家
亦
嘗
校
論
官
民

日
官
田

日
民
国

然
官
田
未
必
愛
重
而
民
団
未
必
蓋
軽
也
:
:
・
惟
編
審
差
箔

則
官
田
経
而
民
田
重

と
の
ベ
、
彼
の
本
貫
松
江
府
地
方
を
含
む
嘉
靖
頃
の
東
南
宮
田
に
つ
い
て
、
宮
田
は
差
揺
の
編
審
率
軽
く
、
民
団
は
重
い
と
い
う
事
貫
を
、
当

時
の
常
識
的
見
解
と
し
て
指
摘
し
、
前
記
た
て
ま
え
の
根
強
い
残
存
を
裏
付
け
る
。
第
一
節
で
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
蘇
松
地
方
の
宮
田
は

ま
こ
と
に
賓
大
で
あ
り
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
も
と
も
と
雑
役
努
働
の
克
除
乃
至
減
克
の
全
面
的
責
施
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
内
在
的
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
考
慮
に
入
れ
て
、

そ
の
と
き
雑
役
労
働
の
項
目
数
と
寅
質
負
措
と

が
後
代
に
比
し
て
よ
り
少
な
く
、

同

じ

く

後

代

に

比

ら

ベ
相
謝
的
に
安
定
し
て
い
た
明
初
に
お
い

て
、
嘉
靖
期
に
ま
で
首
地
方
に
の
こ
る
こ
の
た
て
ま
え
が
、
よ
り
完
全
な
形
で
成
立
し
て
い
た
と
い
う
推
定
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。
註
倒
や
第
三
節
で
詳
し
く
燭
れ
る
よ
う
に
建
文
か
ら
永
築
初
年
に
お
け
る
馬
差
の
割
嘗
方
法
に
は
、
宮
田
を
封
象
か
ら
除
く
べ
き
で
あ

る
と
い
う
考
え
が
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
を
直
接
明
瞭
に
看
取
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
を
間
接
的
に
示
す
の
が
、
宜
徳
年
聞
の
衣
の
事
例
で

あ
る
。
洪
武
三
十
一
年
(
一
三
九
入
)
そ
れ
ま
で
宮
田
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
常
熟
鯨
の
田
土
二
百
七
十
五
頃
六
十
四
畝
が
、
屯
田
と
じ
て

政
府
に
収
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
屯
田
は
、
永
幾
八
年
(
一
四

O
入)、

号ゎ
農れ
村わ
内れ
部は

おの
け事
る質
階 z
飢評

態?
?な
U け
れ
ば
な
ら
な
し、

屯
軍
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
遺
棄
さ
れ
、
民
間
に
開
放
さ

れ
る
。
そ
の
事
後
慮
理
に
闘
し
て
、
宣
徳
七
年
(
一
四
三
二
)
、
同
鯨
の
糧
長
里
長
ら
は
、

325 

照
民
団
例
起
科

各
軍
名
下
団
地

草
木
盤
結

難
以
成
熟

業
一
戸
部
勘
合
街
付

承
准
都
督
府
照
曾

該
本
衛
申
関

返
還
有
司

召
人
承
佃

本
田
肺
己
終

-11ー
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前
項
田
畝

照
数
召
佃
成
熟

至
今
二
十
徐
年

二
次
造
冊

態
省
水
馬
重
難
差
役
(
況
太
{
寸
集
・
各
八
・
請
箪
田
の
照
例
民
佃
奏
)

と
の
ベ

、
こ
の
官
回
が
一
旦
編
入
さ
れ
て
い
た
軍
管
下
か
ら
、
再
び
有
司
管
轄
下
に
移
っ
た
こ
と
、
召
人
承
佃
し
て
、
今
度
は
民
田
の
例
に
照

ら
し
て
起
科
し
た
こ
と
、
従
っ
て
二
回
の
黄
冊
編
造
に
際
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
民
田
糧
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
以
上
、
水
馬

(
先
に
ふ
れ

た
水
姑
陸
砧
等
の
運
輸
労
働
)
等
の
重
難
差
役
に
首
て
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
一

節
の
主
旨
を
通
じ
て
、
彼
ら
在
地
有
力
農
民
の
常

識
の
中
に
、
{
呂
田
の
場
合
に
は
、
こ
の
種
の
重
い
雑
役
労
働
を
割
り
嘗
て
な

い
と
い
う
慣
行
の
存
在
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
こ

の
例
自
身
、
軽
い
雑
役
努
働
の
編
審
に
際
し
、
{呂
田
が
す
で
に
基
準
乃
至
封
象
と
な
っ
て
い
た
と

い
う
蘇
松
地
方
の
事
情
を
推
定
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
け
れ
ど
も
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
洪
武
年
聞
の
同
時
代
的
資
料
を
紋
く
も
の
の
、
明
初
以
来
の
蘇
松
地
方
に
お
い
て
、
宮
田

を
経
営
内
部
に
と
り
入
れ
た
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
面
積
の
大
小
を
問
わ
ず
、
何
ほ
ど
か
の
官
田
の
第

一
女
承
佃
者
と
な
り
、
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
宮
田
税
糧
(
所
調
官
租
)
を
納
入
す
る
農
民
唐
の
再
生
産
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
を
認
め
得
た
。
註
帥
は
、
以
上
の
行

-12-

論
を
、
正
徳

・
嘉
靖
年
間
、
松
江
府

・
嘉
興
府
の
地
方
志
に
は

っ
き
り
と
記
さ
れ
る
事
例
か
ら
逆
行
的
に
、
南
直
隷

・
漸
江
東
部

・
江
西

・
湖

慶

・
一
繭
建
と

い
う
{
呂
田
分
布
地
域
の
地
方
志
に
例
外
な
く
と
ど
め
ら
れ
た
規
定
か
ら
比
較
間
接
的
に
、
た
ど
る
た
め
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
再
生
産
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
は
、
叉
、
政
府
は
、
夏
婆
の
折
色
徴
枚
と
い
う
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

集

・
谷
九

・
再
請
夏
税
折
布
奏
(
宜
徳
七
年
九
月
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
長
洲
鯨
糧
老
の
徐
溶
の
肢
に
よ
れ
ば
、

況
太
守

色 各
師
脚
問
地
低
窪
粗
削
制
治
大
洪
武
年
間
人
民
怖
種
官
田
別
無
速
運

夏
婆
毎
一
石
二
斗

折
布

一
疋
民
得
織
布
納
官

存
安
視
機

年
放
成
熟

止
勾
納
粗

毎
週
春
夏
餓
歎
之
日

全
額
二
婆
接
済

秋
糧
徴
収
本

と
あ
っ
て
、

た
だ
ひ
た
す
ら
秋
糧
の
米
穀
を
規
定
の
徴
牧
率
で
納
入
さ
せ
る
た
め
、
夏
税
の
折
納
を
み
と
め
、
農
民
が
生
計
維
持
の
た
め
の
剰

徐
を
手
も
と
に
残
す
よ
う
に
し
た
政
府
の
施
置
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
方
向
の
政
策
は
、
曾
典
に
枚
め
ら
れ
た
洪
武
年
閣
の
富
田
糧
に
封
す
る
折

納
の
規
也
、
草
料
の
徴
収
に
際
し
て
官
田
を
民
田
の
二
分
の
一

だ
け
控
除
す
る
規
丸
の
示
す
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
再
生
産
に
と
っ
て
、
決
定
的
な
傑
件
と
し
て
見
逃
し
得
な
い
の
は
、
宮
田
糧
の
運
迭
距
離
で
あ
る
。
前
引
長
洲
鯨
糧
老
の
肢
に
あ
る



洪
武
年
聞
の
「
別
無
遠
運
」
と
い
う
傑
件
が
、
永
幾
遷
都
前
後
か
ら
の
政
治
的
中
心
の
移
動
に
よ
り
、

加
耗
封
支
」
と
、
北
京
を
は
じ
め
と
す
る
江
北
地
方
へ
の
輪
迭
と
い
う
形
宕
と
っ
て
悪
化
す
る
と
き
、
再
生
産
の
構
造
に
は
ひ
び
が
入
っ
て
く

同る
。
宮
田
瞳
制
は
、
明
初
洪
武
年
間
の
園
都
た
る
南
京
の
周
透
地
域
に
そ
の
主
要
部
分
を
置
く
と
い
う
地
理
的
保
件
を
、
そ
の
重
要
な
テ
コ
と

し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
(
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
傑
件
を
政
治
的
に
み
る
と
き
、
富
田
の
形
成
過
程
自
身
が
そ
の
成
長
の
指
標
で
も
あ
っ
た

明
朝
の
園
家
権
力
確
立
に
接
近
す
る
時
貼
と
嘗
時
の
首
都
に
附
近
す
る
位
置
と
に
お
い
て
、
{
呂
田
の
承
佃
者
と
園
家
樺
力
と
の
中
間
勢
力
は
よ

「
叉
輿
各
虞
民
糧
一
般

援
涯
遠
運

り
き
び
し
く
排
除
さ
れ
、
そ
の
再
生
産
も
よ
り
容
易
に
保
障
さ
れ
た
と
い
う
推
定
が
可
能
と
な
る
。
)

以
上
本
節
の
行
論
に
示
し
た
二
三
の
傑
件
は
、
決
し
て
再
生
産
維
持
の
た
め
の
必
要
傑
件
で
は
あ
っ
て
も
十
分
保
件
で
は
な
い
。
し
か
し
、
と

も
か
く
も
、
こ
れ
ら
の
存
在
に
よ
っ
て
明
初
洪
武
年
聞
の
富
田
の
経
営
は
、
比
較
的
安
定
し
て
い
た
ら
し
い
。
況
太
守
集
・
省
入
・
治
農
官
改

粂
催
根
官
奏
(
宜
徳
五
年
十
一
月
〉
の
胃
頭
が
「
臣
(
況
鍾
)
到
任
以
来
詞
問
民
情
操
里
老
王
仲
仁
等
言
洪
武
年
間
無
官
治
農
糧

不
抱
欠
」
と
い
う
句
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
推
測
を
招
く
も
の
で
あ
り
、
上
引
長
洲
牒
民
徐
溶
の
言
も
、
間
接
的
に
そ
の
間
の
事
情

を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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(3) (2) (1)註

第
一
節
・

E
参
照

第
三
表
に
よ
っ
て
算
出
。
な
お
註
附
参
照

江
南
の
宮
田
に
関
す
る
専
門
的
な
研
究
と
し
て
は
、
清
水
泰
次
・
明
初

の
蘇
州
府
の
田
租
に
つ
き
て
・
歴
史
地
理
二
八
の
四
、
周
良
容

・
明
代

蘇
松
地
匿
的
官
田
輿
重
賦
問
題
・
歴
史
研
究
一
九
五
七
年
第
十
期
が
あ

る
。
と
く
に
後
者
は
、
筆
者
の
研
究
進
行
中
に
出
き
れ
、
本
文
「
は
じ

め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
と
き
、
鋭
い
示
唆
を
含
む

も
の
で
あ
り
、
数
え
ら
れ
る
と
ζ

ろ
少
く
な
か
っ
た
。
な
お
、
梁
方
仲

・
近
代
田
賦
史
中
的
一
一
種
奇
異
制
度
及
其
原
因
・
史
地
週
刊
第
二
三
期

-13ー

-
一
九
三
五
年
は
、
遺
憾
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。
清
水
泰
次
・

明
太
組

の
封
梅
豪
策

・
史
観
三
八
も
、
か
な
り
こ
の
問
題
に
ふ
れ
て
い
る
。
近

代
以
前
の
中
園
で
ζ

の
問
題
を
扱
か
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
顧
炎
武
・

蘇
松
二
府
田
賦
之
重
・
日
知
鎌
倉
十
の
著
名
な
成
果
を
は
じ
め
と
し
て

周
夢
顔
(
清
)
・
蘇
松
財
賦
考
闘
説
、
宙
開
辛
回
(
清
〉
・
蘇
松
田
賦
孜
・
蒋

辛
田
先
生
遺
書
、
越
用
賢
(
明
)
・
議
卒
江
南
殺
役
疏
・
松
石
策
集
谷
二

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
宮
田
を
論
旨
の
重
要
な
要
素
と
し
た
戦
後
の
研

究
に
は
内
西
嶋
定
生
・
支
那
初
期
綿
業
の
成
立
と
そ
の
構
造
・
オ
リ
エ

ン
タ
リ
カ

2
、
愛
宕
松
男

・
朱
英
国
と
張
呉
国

・
文
化
十
七
の
六
、
佐

伯
有
一
・
明
清
帝
国
待
代
の
東
ア
ジ
ア
・
世
界
史
講
座
て
佐
伯
有
一
-
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)
 a' 
(
 

問
中
正
俊
・
十
六
、
七
世
紀
の
中
関
農
村
製
糸
、
絹
織
物
業
・
世
界
史

講
座
て
梁
方
仲
・
明
代
趨
長
制
度
、
北
村
敏
直

・
明
宋
消
初
に
お
け

る
地
主
に
つ
い
て
・
歴
史
察
研
究
一
四

O
、
北
村
敬
直
・
中
園
の
地
主

と
日
本
の
地
主

・
歴
史
評
論
四
の
二
、
宮
崎
市
定
・
宋
代
以
後
の
土
地

所
有
形
態
・
東
洋
史
研
究
十
二
の
二
、
寺
田
隆
信
・
明
代
蘇
州
卒
野
の

農
家
経
済
に
つ
い
て

・
東
洋
史
研
究
十
六
の
て
な
ど
が
あ
る
。

但
し
、
本
稿
で
は
、

一
般
民
田
と
の
封
比
を
記
述
の
都
合
上
明
確
に
す

る
た
め
、
唐

・
願
雨
氏
の
ご
と
き
修
僻
法
を
つ
か
う
。
た
と
え
ば
、
目

次
に
も
か
か
げ
た
官
田
の
「
承
佃
」
と
は

・
園
家
の
土
地
の
小
作
を
す

る
と
い
う
考
え
方
を
表
現
し
た
用
法
で
あ
る
。

藤
井
氏
に
よ
れ
ば
、
乙
の
断
入
管
田
は
、
蘇
州

・
松
江

・
嘉
興
・
湖
州

の
四
府
に
お
い
て
、
張
土
誠
滅
亡
後
に
出
来
た
も
の
が
多
い
。
な
お
本

稿
で
は
、
同
氏
に
従
っ
て
、
戸
紹
無
主
の
回
の
官
聞
と
な
っ
た
部
分
を

「
断
入
宮
田
」
と
か
り
に
名
付
け
て
お
く
。

第
二
表
に
つ
い
て
。
各
鯨
下
の
田
土
に
共
通
し
た
地
自
は
、
宮
田

・
功

臣
還
宮
田

・
関
耕
回
・
民
団

・
抄
波
田
の
五
つ
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
一

府
総
計
で
は
、
宮
田
・民
間
・
抄
波
田
の
三
大
地
目
の
み
が
記
き
れ
、
功
臣

遺
宮
問
、
関
耕
田
は
宮
田
項
下
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

(
功
臣
遠
宮
田

の
面
積
を
と
く
に
載
せ
て
い
る
奥
・長
洲
二
燃
で
も
、
そ
れ
を
宮
田
項
下

の
も
の
と
し
て
計
算
か
ち
は
ず
き
な
い
と
一
蘇
の
総
計
に
狂
い
が
生
ず

る
。
)
し
た
が
っ
て
ζ

の
三
つ
が
基
本
的
な
ジ
ヤ
γ
ル
と
み
ら
れ
る
。
乙

の
各
地
目
下
、
旋
く
分
布
す
る
多
数
の
起
科
等
則
の
お
の
お
の
に
付
し

て
面
積
が
記
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
第
三
表
の
松
江
府
の
場
合
の
ご
と

く
、
各
地
図
の
そ
し
て
と
く
に
宮
田
各
系
統
の
特
徴
を
表
わ
す
よ
う
な

指
標
的
徴
牧
率
を
般
密
に
百
分
比
で
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

(5) (6) 

宣
徳
年
聞
の
蘇
州
府
知
府
況
鍾
の
上
奏

K
う
か
が
わ
れ
る
田
土
問
題
の

常
識
や
二
三
の
地
方
士
山
の
記
事
を
参
考
と
し
な
が
ら
接
近
を
読
み
る
。

〈
抄
没
回
〉
況
鎚
の
常
識
と
最
も
よ
く
符
合
す
る
地
目
。
乙
れ
は

各
鯨
を
通
じ
「
原
額
田
」
と
「
今
科
回
」
と
に
三
大
別
さ
れ
て
い
る
。

況
太
守
集
・
谷
八

・
再
請
減
秋
趨
及
掲
荒
糧

・
拍
取
船
隻
奏
は
、
蘇
州

府
下
の
掲
荒
田
土
の
う
ち
、
宮
田
部
分
を
民
固
に
準
じ
て
起
科
し
、
召

人
承
佃
し
た
い
と
い
う
況
鍾
の
再
三
の
上
奏
に
封
す
る
戸
部
の
駁
回
を

の
せ
る
。
そ
の

一
節
に
「
如
係
洪
武
初
以
前
古
額
官
田
不
許
減
科

の
照
嘗
額
納
糧
若
係
洪
武
年
間
抄
由
民
宮
田
分
強
原
額
弁
今
減
科
糧

数
明
白
保
結
完
報
」
と
あ
っ
て
抄
泊
は
が
洪
武
年
間
に
か
か
る
も
の
で

あ
る
ζ

と
が
知
ら
れ
、
さ
ら
に
、
抄
波
田
の
う
ち
「
原
額
」
に
よ
っ
た

も
の
と
、
そ
れ
を
何
ら
か
の
基
準
で
減
じ
た
も
の
と
が
、
明
臨
聞
に
匝
別

し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の

「
原
額
」
が
、
抄
波

以
前
の
私
租
の
原
額
を
意
味
す
る
か
、
洪
武
七
年
に
出
さ
れ
た
減
租
例

(
註
制
参
照
〉
以
前
、
抄
由
民
団
の
起
科
等
則
が
明
朝
政
府
に
よ
っ
て
最

初
に
設
定
さ
れ
た
笛
時
の
徴
収
額
を
指
す
か
を
決
定
し
得
る
資
料
は
な

い
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
下
の
特
徴
は
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、

長
洲
・
央

・
嘉
定
の
三
豚
で
は
、
今
科
田
の
面
積
が
盤
倒
的
に
多
く
、

原
額
回
は
些
少
で
あ
り
、
国
穴
江
蘇
に
あ
っ
て
も
、
今
科
聞
が
原
額
田
の

二
倍
弱
を
占
め
る
。

乙
の
傾
向
は
、
雨
者
別
の
面
積
を
記
き
な
い
常

熱
、
嵐
山
の
雨
燃
に
お
い
て
も
、
同
様
だ
と
み
て
い
い
の
で
は
な
い

か
。
第
二
に
、
雨
者
の
徴
枚
市中
は
、
各
師
榊
を
通
じ
て
、
例
外
な
く
、
原

額
田
が
七
斗
三
升
以
下
四
斗
三
升
、
四
斗
に
と
ど
ま
り
、
乙
の
蘇
州
府

士
山
の
用
法
に
お
け
る
「
宮
田
L

の
中
位
以
上
の
科
則
分
布
に
似
て
相
首

の
重
額
な
の
に
封
し
、
今
科
回
は
、

三
斗
五
升
を
上
限
に
、
以
下
三
升

-14-
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に
及
び
、
卒
均
徴
枚
率
(
第
四
表
参
照
)
以
下
の
経
額
で
あ
る
。
(
な

お
今
科
目
の
場
合
、
常
熟
豚
で
は
、
三
斗
五
升
よ
り
毎
則
一
升
を
逓
減

し
て
八
升
に
至
る
二
十
八
則
に
、
六
升
、
五
升
、
三
升
の
三
則
を
加
え

て
三
十
一
則
、
嘉
定
豚
で
も
、
同
じ
く
、
三
斗
五
升
以
下
三
十
二
則
と

い
う
ふ
う
に
、
徴
収
率
の
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
鮎
が
、
明
代
首
地
方

に
お
け
る
土
地
問
題
や
徴
税
問
題
に
蔓
極
楽
飢
の
内
因
と
な
る
事
に
よ

り
重
要
な
影
響
を
奥
え
た
も
の
と
し
て
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。)

抄
由
民
原
額
田
面
積
小
徴
収
率
七
・
三
斗

1
四
斗

。

今

科

図

面

積

大

。

三

・

五

斗

1
=一升

と
い
う
特
徴
が
結
論
と
し
て
導
き
出
さ
れ
る
。

〈
民
田
〉
正
徳
姑
蘇
志
の
著
者
の
と
と
く
、

ζ

の
洪
武
蘇
州
府
志

の
各
蘇
に
お
け
る
分
布
吠
況
を
詳
細
に
調
査
せ
ず
、
全
懸
一
括
し
て
起

科
等
則
を
な
ら
べ
る
と
官
国
民
団
の
差
は
殆
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。

E
q
u
q
u
-n
d
q
u
q
u
E
a
R
υ
q
d
 

官
:
J

ι
一巳

J

ι

3
一2
1
n
J
J

A
U
A
U
X
U
A
U
A
U
X
U
Aリ
ハ
リ
ハ
リ

百
品
司
u
q
a
古
り
内
品
ハ
O
n
d
に

1
u
q
a
-
-

民

一J
A

i

-2
2
1
1
n
J
A
J
A
J

五
U
A
U
A
U
日
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U

し
か
し
、
五
斗
三
升
は
呉
江
蘇
に
一
則
、
嘉
定
蘇
に
一
則
、
四
斗
三

升
、
三
斗
三
升
は
、
各
々
嘉
定
燃
に
一
則
ず
っ
。
ほ
と
ん
ど
嘉
定
蘇
に

集
中
す
る
上
記
三
則
の
同
蘇
民
国
土
に
占
め
る
面
積
は
不
明
で
あ
る

が
、
少
く
と
も
、
全
蘇
州
府
的
で
な
い
乙
と
は
明
白
で
は
あ
る
。
乙
の

三
則
を
除
け
ば
、
各
燃
と
も
、
み
な
二
斗
六
升
以
下
、
五
升
、
三
升
二
升

に
至
る
或
い
は
七
・
六
・
五
・
四
別
で
あ
っ
て
宮
田
や
抄
波
原
額
田
の

上
限
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
低
く
、
抄
波
今
科
目
の
そ
れ
よ
り
も
一
段

低
い
段
階
に
あ
る
。
乙
の
二
斗
六
升
以
下
と
い
う
と
ら
え
方
は
、
況
太

守
集
・
省
七
・
諸
諸
問
軍
及
奮
欠
折
紗
奏
で
、
況
鍾
が
、
「
民
団
組
一
十

五
高
三
千
一
百
七
十
四
石
、
毎
回
一
畝
科
米
五
升
至
ニ
斗
六
升
」
と
述

べ
る
事
賓
と
、
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
結
果
を
、

洪
武
二
十
四
年
嘗
時
の
も
の
と
し
て
よ
い
蘇
州
府
民
田
の
卒
均
徴
牧
率

四
升
三
合
三
升
徐
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
二
斗
三
升
以
下
、
一
斗
三
升

な
ど
と
い
う
起
科
等
則
も
、
例
外
的
な
存
在
と
み
る
他
は
な
い
。

〈
官
回
〉

刷
、
園
初
回
土
分
官
民
中
叉
各
分
高
下
等
別
蓋
悉
の
宋
元
奮
制
:・

:
・
央
元
年
本
府
抄
報
岡
崎
県
版
籍
内
有
功
臣
選
宮
田
及
宮
田
原
科

若
干
者
此
可
鐙
失
(
天
啓
海
聾
蘇
園
経
〔
嘉
輿
府
〕
倉
五
・
税

糧
)

刷
、
己
上
五
十
都
官
民
回
数
倶
宋
元
時
分
制
至
園
朝
田
額
或
関

内

r
・

墾

或

抄

波

或

三

等

分

田

甚

篤

近

古

今

篤

掩

庭

姑

事

国

額
以
備
参
考
(
弘
治
常
熟
豚
志
・
轡
六
・
郷
都
・
国
土
の
附
表

註
に
よ
る
)

抄
波
田
の
所
で
引
用
し
た
戸
部
の
駁
固
か
ら
も
、
乙
の
「
富
田
」
が

「
抄
波
宮
田
」
と
は
別
系
統
の
「
古
額
宮
田
」
で
は
な
い
か
と
い
う
自

然
な
推
定
が
可
能
に
な
る
。
同
の
「
官
田
原
科
若
手
者
」
中
の
「
原
科
」

が
、
洪
武
蘇
州
府
志
「
宮
田
」
科
則
に
附
せ
ら
れ
た
長
洲
・
嵐
山
の
「
原

科
」
、
英
・
常
熟
の
「
元
科
」
と
共
通
の
意
味
を
も
っ
と
す
れ
ば
、
「
宮

田
」
は
、

a
の
「
宋
元
沓
制
」
や
似
の
「
宋
元
時
分
制
」
の
系
統
に
属

す
る
も
の
、
ま
さ
し
く
古
額
の
宋
元
宮
田
で
あ
ろ
う
。
洪
武
府
志
の

「
宮
田
」
の
等
則
は
、
上
限
七
斗
三
升
、
下
限
三
升
、
ほ
ぽ
十
則
。各
豚
聞
の

異
聞
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
丁
度
中
位
に
あ
た
る
三
斗
三
升
を
と
れ
ば
、

抄
由
民
今
科
周
の
上
限
と
均
し
く
、
民
国
の
寅
質
的
上
限
よ
り
も
一
斗
か
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た
重
い
。
科
則
の
こ
の
部
分
は
、
本
文
に
引
い
た
況
鐙
の
「
古
額
宮
田

乙
そ
重
額
な
の
だ
」
と
い
う
考
え
方
に
照
師
服
す
る
。

(
錫
金
識
小
録
・

倉
一
・
備
参
上
の
「
大
抵
宮
質
問
至
重
籍
抽
出
回
次
之
」
や
洪
武
蘇
州

府
志
・
谷
九
・
閃
畝
の
宋
代
悶
土
の
記
録
中
に
あ
る
「
公
閏
則
充
准
郡

箪
食
用
度
者
復
畝
起
科
上
至
二
石
五
斗
下
至
於
七
斗
一
升
四

ム
E
を
参
照
)
し
か
し
残
さ
れ
た
重
裂
な
問
題
は
、
①
上
記
重
額
部
分

|
卒
均
徴
収
率
と
ほ
ぼ
同
額
の
四
斗
三
升
を
主
慢
と
す
る
四
斗
産
は
と

も
か
く
、
と
く
に
五
斗
啓
一
円
以
上
の
部
分
ー
を
除
量
、
三
斗
三
升
以
下
三

升
に
至
る
低
額
部
分
の
存
在
。
②
洪
武
府
志
の
「
宮
田
」
が
蘇
州
府
全

国
土
の
四
四
・
三
三
%
、
常
拙
剤
師
脚
全
回
土
の
五
九
・

O
一
%
を
占
め
る
の

に
封
し
、
前
掲
弘
治
常
熟
耐
雲
仙
の
い
う
「
宋
元
時
分
制
」
中
の

「
諸
色

宮
田
」
が
官
民
合
計
の
七
・
九
四
%
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
量
的
差
異
、

ζ

れ
に
関
係
し
て
、
第
一
表
に
示
し
た
明
代
新
西
六
府
の
宮
田
が
、
宋
代

同
区
域
に
置
か
れ
た
公
団
の
四

・一

倍
に
迷
す
る
と
い
う
事
賞
。
以
上

ニ
つ
の
解
糠
で
あ
る
。
(
な
お
正
徳
松
江
府
志
・
谷
七
・
回
賦
中
所
載
杜
宗

桓
上
州
撫
侍
郎
周
悦
替
、
崇
椴
松
江
府
志
・
谷
十
・回
賦
三
・
前
代
賦
額

に
よ
れ
ば
二
克
代
に
も
、
至
元
年
聞
に
お
け
る
朱
図
珍

・
管
明
、
大
徳
年

間
に
お
け
る
朱
荷
・
張
諸
等
の
田
の
籍
波
入
官
が
行
わ
れ
、
松
江
府
で

官
回
が
新
設
さ
れ
た
事
賞
は
否
定
出
来
な
い
。
し
か
し
、
元
史

・
谷
九

十
三
・

食
貨
士
山
、
組
文
献
一
通
考

・
各
六
・
回
賦
考
・宮
田
に
よ
っ
て
も
、

官
回
の
大
規
模
な
積
極
的
な
創
設
の
記
事
は
み
ら
れ
ず
、
そ
の
説
く
所

は
、
専
ら
宮
田
の
管
理
や
賜
奥

・
遺
官
等
の
成
分
法
に
資
い
や
さ
れ
て

い
る
。
筆
者
の
元
代
官
固
に
つ
い
て
の
乏
し
い
知
識
の
範
囲
で
は
、
宋

代
所
設
の
諮
宮
田
、
と
く
に
南
宋
末
設
置
の
公
団
が
、
乙
の
蘇
松
地
方

一
般
で
は
、
元
代
官
回
の
基
本
部
分
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
元
奥

章
・
谷
十
九

・
戸
部
五
・
官
田

・
影
占
係
官
田
土
で
は
至
元
二
十
六
年

一
一
月
頃
の
「
亡
宋
各
項
係
官
田
土
」
を
封
象
と
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と
を

附
記
す
る
。
)
①
に
つ
い
て
は

1

1
洪
武
府
志
が
公
回
以
外
に
記
録
に

留
め
る
宋
の
官
回
の
う
ち
、

「
園
聞
の
四
斗
・
三
斗
、
沙
田
の
三
斗
・

ニ
斗
、
成
田
の
二
斗
、
営
団
の
四
斗
・

三
斗
・

ニ
斗
、
職
田
の
多
八
斗

七
升
下
而
六
升
五
ム
ロ
三
勺
。
、
抽
出
宮
田
の
多
高
者
不
除
一
石
五
斗
、
下

者
僅
ニ
斗
而
己
O

L

な
ど
の
諸
科
則
に
含
ま
れ
る
軽
額
部
分
を
、
後
代

明
初
の
再
登
録
の
際
、
起
科
等
則
中
の
低
い
部
分
に
編
入
し
た
も
の

ー
ー
と
解
稗
し
、
況
鍾
の
上
奏
を
併
用
し
て
、
古
額
宮
田
中
の
基
本
部

分
で
は
な
い
と
推
定
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
し
か
し、

②
に
関
す
る

以
下
の
分
析
に
よ
っ
て
、
乙
の
推
定
を
お
ぎ
な
い
、
よ
り
遁
確
な
解
寝
に

近
付
き
た
い
。
す
な
わ
ち
明
代
に
入
っ
て
か
ら
の
宮
田
面
積
の
扱
大
に

つ
い
て
は
、
「
原
科
」
「
元
科
」
と
い
う
頭
註
以
下
、
七
斗
三
升
か
ら

三
升
に
至
る
約
十
段
階
の
科
則
と
と
も
に
「
宮
田
」
項
下
に
収
録
さ
れ

長
洲
・
央
・
昆
山
・
常
熟
の
各
豚
に
、四
斗
(
四
燃
と
も
)
、
七
斗
三
升
(
一

燃
の
み
)
の
科
則
を
も
っ
て
記
録
さ
れ
た
〈
関
耕
回
〉
の
存
在
が
注
目

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
刷
資
料
に
宋
元
分
制
と
封
比
し
て

註
記
さ
れ
た
「
図
朝
団
額
」
中
の
「
開
墾
田
」
、
光
緒
石
門
鯨
志
(
嘉
興
府
)

谷
三
・
回
賦
所
載
、
奥
元
年
則
例
中
の
「

一
則
四
斗
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る
「
開
墾
田
」
と
同
系
統
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
乙
の
「
関
耕
田
」

乃
至
「
開
墾
田
」
が
、
戸
口
の
断
紹
、
所
有
者
の
逃
亡
な
ど
種
々
の
事

故
に
よ
る
無
主
の
荒
駿
し
た
回
土
を
、
中
央
政
府
の
直
鞠
下
に
編
入
し

-一
律
の
四
斗
と
い
う

i
明
代
首
地
方
の
の
宮
田
と
し
て
は
卒
均
的
な
|

徴
収
準
を
定
め
、
承
佃
者
を
一
募
集
し
て
開
墾
さ
せ
た
も
の
を
指
す
と
す

れ
ば
、
元
末
戟
鋭
の
あ
と
を
受
け
た
明
初
の
笛
該
地
方
に
、
こ
の
よ
う

- 16一
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(7) 

な
多
段
田
土
の
存
在
が
輸
血
恕
さ
れ
る
だ
け
に
、
乙
れ
が
〈
宮
田
〉
項
下

に
編
入
さ
れ
る
と
き
、
府
志
〈
宮
田
〉
部
分
の
面
積
の
贋
大
と
な
る
理

由
も
、
い
ち
お
う
合
理
的
に
説
明
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

以
上
の
②
の
分
析
に
も
、
二
段
階
の
俵
定
が
入
っ
て
お
り
、
寅
設
は
今

後
に
ま
た
ね
ば
怠
ら
な
い
が
、
註

ωに
示
し
た
藤
井
宏
氏
の
意
見
は
、

乙
の
際
ひ
と
つ
の
参
考
主
な
ろ
う
。
な
お
、
洪
武
府
志
で
は
、
「
宮
田
土
」

項
下
に
入
れ
ち
れ
て
い
る
〈
功
臣
遺
官
回
〉
は
、
そ
の
面
積
が
示
さ
れ

て
い
る
長
洲
豚
の
場
合
、
ニ
一
入
頃
二
八
畝
除
、
呉
豚
で
は
六
三
頃
九

六
畝
鈴
、
計
二
八
二
頃
二
四
畝
絵
、
こ
れ
か
ら
推
し
て
、
残
る
常
熱
、

昆
山
の
雨
前
脚
に
ゐ
つ
で
も
、
そ
の
面
積
は
、
「
宮
田
土
」
全
慢
に
比
し
て

極
め
て
小
さ
い
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
項
目
も
、
各
豚

と
も
に
殆
ん
ど
が
三
斗
入
升
以
下
の
低
率
で
あ
る
ζ

と
は
注
目
し
て
よ

い
。
宮
田
重
額
の
象
徴
と
し
て
愛
宕
氏
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
一
石

大
斗
三
升
の
科
則
は
、
常
熟
豚
の
十
則
中
の
一
則
と
し
て
一
例
を
見
出

す
も
の
で
大
勢
と
は
な
し
に
く
い
。
な
お
、
乙
の
「
還
官
」
と
は
、
同
資
料

め
語
る
と
ζ

ろ
正
し
け
れ
ば
、
前
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
代
の
還
官

は
、
清
水
泰
次
氏

κよ
れ
ば
(
明
代
荘
田
考
・
東
洋
拳
報
・
十
六
の

四
)
、
洪
武
二
十
五
年
(
一
三
九
二
)
か
ら
は
じ
ま
り
、
乙
の
日
付
は

洪
武
府
志
序
文
の
日
付
け
洪
武
十
二
年
よ
り
十
年
以
上
も
後
の
も
の
で

あ
る
。
以
上
右
府
志
の
所
謂
「
宮
田
L

の
も
つ
歴
史
的
内
容
に
は
問
題

を
残
す
が
、
第
一
表
の
科
則
分
布
に
内
在
す
る
お
お
よ
そ
の
方
向
は
推

察
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
'
思
う
。

藤
井
宏
・
明
代
田
土
統
計
に
関
す
る
一
考
察
(
東
洋
事
報
三

O
の
三
、

四
・
一
二
一
の
一
)
に
よ
る
。
な
お
、
本
文
の
数
値
は
氏
の
訟
に
よ
っ
て

訂
正
を
加
え
た
も
の
で
、
始
蘇
志
原
文
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

(8) 

叉
、
本
稿
の
蘇
州
府
・
松
江
府
に
関
す
る
回
土
統
計
の
取
り
扱
い
は
、

氏
の
考
え
に
示
唆
を
受
け
る
所
少
く
な
い
が
、
氏
の
論
文
が
直
接
封
象

と
し
て
い
な
い
統
計
に
ふ
れ
る
乙
と
も
多
く
、
最
終
的
責
任
は
筆
者
が

負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

松
江
府
関
係
の
統
計
と
数
値
に
つ
い
て

O
第
三
表
は
、
正
徳
松
江
府
志
・
倉
七
・
田
賦
中
所
載
の
「
線
書
王
室

故
紙
冊
載
、
不
著
年
月
L

と
註
記
の
あ
る
、
「
見
在
有
徴
」
部
分
に
つ

い
て
の
税
糧
科
則
表
に
、
百
分
比
を
付
し
て
、
整
理
縛
載
し
た
も
の
で

あ
る
。
王
室
の
統
計
に
よ
る
官
民
団
地
等
の
線
計
は
、
右
「
見
在
有
徴
」
の

官
民
田
地
山
池
塗
蕩
三
官
同
九
八
四
五
頃
O
O畝
徐
と
、
「
逃
紹
弛
荒
抄

出
・
海
塘
坊
湖
明
抑
明
江
倉
基
民
田
累
階
・
寄
荘
告
申
等
項
団
地
」
四

ニ
二
七
頃
八
七
畝
徐
と
を
加
え
た
四
背
骨
四

O
七
三
頃

O
六
畝
品
酷
で
あ

る
。
藤
井
宏
氏
が
前
記
論
文
で
、
明
代
松
江
府
の
基
本
的
数
値
と
さ

れ
、
第
一
表
に
も
用
い
た
正
徳
曾
曲
内
容
十
九
所
載
の
弘
治
十
五
年
、
本

府
官
民
団
土
純
計
四
世
間
七
一
五
六
頃
六
二
畝
に
頗
る
近
似
す
る
と
こ
ろ

の
、
右
府
志
所
載
「
正
徳
六
年
戸
締
科
数
L

四
菌
七
二

O
四
頃
O
O畝

と
比
・べ
る
と
き
、
こ
の
王
室
に
よ
る
数
値
は
、
三
一
三

O
頃
九
七
畝
徐

少
な
い
。
し
か
し
、
一
方
、
「
正
徳
五
年
歳
報
」
と
は
、
そ
れ
か
ら
僅
か

に
四
頃
O
四
畝
を
減
ず
る
の
み
で
、
殆
ん
ど
同
系
統
の
も
の
と
み
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
国
土
面
積
の
紹
封
量
を
知
る
上
げ
件
、
第
三
表
、
す
な
わ
ち

王
査
の
統
計
を
用
い
る
ζ

と
は
疑
問
を
残
す
。
乙
乙
で
は
、
徴
枚
率
の

分
布
欣
況
の
傾
向
を
知
る
た
め
に
利
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
乙
の
意
味

で
、
曾
輿
に
よ
る
宮
田
の
封
紙
面
積
比
八
四
・
五
二

Mmと
、
府
士
山
所
載
王

室
の
統
計
に
よ
る
同
じ
比
、
八
一
・
五
四
%
と
に
甚
し
い
相
異
の
な
い
と
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と
は
注
目
し
て
よ
い
。
な
お
、
こ

の
王
釜
の
統
計
が
そ
の
年
次
を
附
記

し
て
い
な
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
乙
れ
を
、
宣
徳
中
年
に

行
わ
れ
た
宮
田
徴
収
率
切
下
げ
以
後
の
も
の
と
す
る
根
援
は
、
本
文
で

の
べ

た
洪
武
二
十
四
年
の
数
値
に
近
似
す
る
永
幾
十
年
分
の
秋
綴
各
項

の
総
徴
枚
額
一
二
五
高
四
九
一
五
石
件
師
、
切
下
げ
以
後
の
正
統
七
年
分

の
九
三
高
七

O
O
五
石
徐
の
二
者
に
封
し
て
、
王
姦一
の
統
計
の
う
ち
第

三
表
に
鱒
載
し
た
「
見
在
有
徴
」
部
分
と
刺
載
し
な
か
っ
た
「
緊
蘇
包

陪
」
部
分
と
の
和
(
王
率一
の
統
計
に
は
「
逝
共
」
と
記
さ
れ
て
い
る
数

値
)
で
あ
る
九
三
高
九
五
七

O
石
徐
を
比
較
す
る
時
、
壬
釜
の
数
値
が

宣
徳
を
は
さ
ん
で
そ
れ
よ
り
後
の
正
統
七
年
分
に
近
似
す
る
か
ら
で
あ

る
。
た
だ
こ
れ
が
正
徳
期
の
も
の
か
ど
う
か
を
断
定
す
る
乙
と
は
出
来

な
い
。
宣
徳
以
後
、
正
徳
初
年
ま
で
宮
田
の
徴
収
率
に
大
き
な
襲
化
は

な
か
っ
た
と
い
う
事
質
に
も
と
.
す
い
て
、
本
稿
で
は
「
正
徳
頃
」
と
い
う

表
現
を
絞
り
に
と
っ
て
お
く
。
(
乙
の
項
の
数
値
の
出
典
は
次
項
参
照
)

O
第
四
衰
の
松
江
府
下
、

筆
苧
、
上
海
ニ
鯨
の
卒
均
徴
収
殺
を
算
出
し

得
た
の
は
、
正
徳
十
六
年

(
一
五
一
七
)
刊
の
輩
亭
際
士
山
・
谷
六
・
田

賦
上
所
載
の
「
附
記
各
項
閏
土
井
税
糧
科
則
」
以
下
の
記
事
内
容
と
、

正
徳
七
年
(
一
五
一
二
)
の
序
あ
る
前
引
松
江
府
士
山
所
載
の
「
附
記
各

項
国
土
弁
税
糧
科
則
」
以
下
の
記
事
内
容
と
が
、
全
く
閥
系
統
の
も
の

で
あ
り
、
府
士
山
中
の
華
亭
際
部
分
の
数
値
と
、
豚
土
砂
の
数
値
と
が
完
全

に
一
致
す
る
と
い
う
事
賓
を
前
提
と
す
る
。
ま
ず
蘇
士
山
の
記
事
う
ち
、

府
志
中
の
王
杢
に
よ
る
統
計
と
同
形
式
の
統
計
を
と
り
出
し
、
府
志
の

あ
る
一
つ
の
項
目
(
た
と
え
ば
一
斗
以
上
起
科
回
)
の
数
値
か
ら
、
そ

れ
に
桝
割
腹
す
る
項
目
に
あ
た
る
華
亭
豚
の
数
値
を
引
け
ば
、
制
割
腹
す
る

上
海
豚
の
数
値
が
出
る
わ
け
で
あ
る
。
叉
、
洪
武

l
宣
徳
期
の
卒
均
徴

。0) (9) 
枚
率
復
元
の
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
操
作
を
行
っ
た
。
本
註
の
前
項
に

引
用
し
た
永
幾
十
年
(
一
四
一
二
)
分
と
、
正
統
七
年
(
一
四
四
二
)

分
と
の
秋
極
額
の
差
、
三
一
高
七
八

O
九
石
徐
は
、
と
れ
ら
の
数
値
の

出
曲
円
で
あ
る
嘉
皮
松
江
府
志
・
省
二
十
・田
賦
上
に
載
せ
ら
れ
た
、
「
宣

徳
五
年
」
数
減
税
樋
米
安
豆
穀
共
計
三

O
寓
二
八
五
五
石
徐
に
接
近
す

る
。
す
な
わ
ち
右
の
差
は
、

宣
徳
五
年
(
一
四
三

O
)
の
詔
勅
に
よ
っ
て

そ
れ
か
ら
ニ
・
三
年
後
に
蘇
・
松
等
の
地
方
で
質
施
さ
れ
た
例
の
宮
田
徴

的
帆
率
引
き
下
げ
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
永
幾
十
年
と
正
統
七
年
と
で

は
、
秋
糧
項
下
の
杭
米

・
橘
米
・
赤
米

・
糞
豆

・
斑
豆
・
菜
豆
・
赤
殺

の
合
計
に
つ
い
て
、
二
五
・
四
四
%
の
減
額
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
秋
糧
中
に
は
民
田
糧
を
も
含
ひ
が
、
こ
の
引
き
下
げ
は
専
ら
宮
田

の
霊
額
部
分
を
封
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
且
つ
民
団
は
面
積
も
非
常

に
狭
く
極
額
も
少
い
か
ら
、

ζ

の
二
五

・
四
四
%
は
、
そ
の
ま
ま
官
回

糧
の
減
額
比
率
を
示
す
も
の
と
み
て
差
支
え
な
い
。
従
っ
て
、
乙
の
際、

松
江
府
の
官
図
録
畝
卒
均
徴
牧
率
も
、
二
五
・
四
四
%
減
少
し
た
と
考

え
ら
れ
る
G

第
三
表
の
宮
田
租
額
は
、

宣
徳
の
切
り
下
げ
後
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
乙
れ
を
も
と
に
し
て
割
り

出
さ
れ
た
正
徳
頃
の
卒
均
徴
枚
率
の
数
値
に
、
一
・
三
四
一
を
乗
じ
て

宣
徳
の
切
り
下
げ
以
前
す
な
わ
ち
洪
武

1
宣
徳
期
の
数
値
を
復
元
し
た

わ
け
で
あ
る
。
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乙
の
駄
に
つ
い
て
は
次
節
参
照

山
板
幸
夫
・
十
六
世
紀
中
闘
に
お
け
る
賦
役
労
働
制
の
改
革

・
史
朗
宇
雑

誌
六

O
の

一
一
参
照

- 18一



‘ 

333 

(1?，) (11) 

藤
井
宏
・
一
傑
鞭
法
の
一
側
面
・
和
田
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢

雑
役
労
働
を
割
り
嘗
て
る
場
合
、
乙
の
蘇
松
地
匡
で
、
官
糧
と
民
糧
と

が、

十本
来
ど
の
よ
う
に
匡
別
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
か

F

北
方
へ
の

買
馬
桂
昌
姑
の
役
に
つ
い
て
、
況
太
守
集
・
容
七
・
請
菟
借
馬
及
波
買
物
料

奏
の
記
述
か
ら
分
析
す
る
。
ま
ず
同
奏
中
の
蘇
州
府
嘉
定
等
懸
の
申
文

が
引
用

Y
る
兵
部
の
議
得
に
は
、
「
先
於
南
直
隷
鋲
江
・
常
州
・
蘇
州
・

松
江
四
府

・
漸
江
等
布
政
司
所
属
杭
州
等
六
府
人
民
除
首
姑
外

於

禾
嘗
嘗
鈷
人
戸
内
有
民
糧
五
百
石
以
上
富
寅
大
戸
之
家
借
買
上
馬

ニ
疋
四
百
石
以
上
買
中
馬
一
疋
三
百
石
以
上
買
下
馬
一
疋
如
本

戸
糧
数
不
及
許
於
十
石
以
上
之
家
綾
蛍
一
疋
愛
北
方
騨
分
暫
且

走
遁
所
在
土
民
貼
力
養
馬
・
・
・
」

と
あ
り
、
乙
の
案
に
よ
り
、
永
幾
帝
は
施
行
を
命
令
す
る
。
き
て
、
そ

の
寅
施
欣
況
に
つ
い
て
上
記
の
各
蘇
知
豚
た
ち
は
、
知
府
況
鍾
に
叫
到
す

る
愛
雪
ロの
中
で
、
「
除
欽
遵
坐
波
本
府
豚
馬
二
百
四
十
徐
疋
因
民
無

糧
五
百
石
及
十
石
以
上
大
戸
止
有
小
戸
民
糧
余
鮎
不
敷
・
:
:
勝
重

租
宮
崎
岨
叢
数
楼
買
解
部
分
嬢
山
東
等
虎
銅
城
等
畷
定
遜
到
今
二

十
八
年
」
と
の
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
固
に
償
結
さ
せ
た
以
外
の
人

戸
は
、
次
回
二
百
四
十
徐
疋
を
坐
源
さ
れ
た
が
、
蘇
州
一
府
に
骨
同
時
す

で
に
、
民
績
と
し
て
は
十
石
以
上
を
有
す
る
家
が
な
く
、
そ
れ
以
外
は

た
だ
十
石
以
下
の
民
糧
を
負
猶
納
税
す
る
小
戸
で
あ
っ
た
乙
と
、
し
た

が
っ
て
、
管
初
の
た
て
ま
え
を
破
っ
て
、
重
租
官
糧
の
納
入
者
全
部
に

封
し
、
何
ら
か
の
基
準
を
決
め
、
何
戸
か
を
合
し
て
一
疋
の
馬
を
買
わ

せ
て
走
遜
に
嘗
て
き
せ
た
ζ

と
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
乙
乙
に
、
官
績
を

雑
役
労
働
の
封
象
と
せ
ぬ
と
い
う
原
理
の
明
初
に
お
け
る
寅
在
と
、
そ

う
い
っ
た
全
亮
原
理
(
軽
減
原
理
で
は
な
く
)
の
蘇
松
地
方
に
お
け
る

(13) 
「
純
粋
適
用
の
難
し
き
を
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
第

三
節
の
た
め
に
補
足
す
れ
ば
、
や
や
建
文
・
永
幾
期
よ

b
お
く
れ
る
宣

徳
六
年
嘗
時
の
蘇
州
府
賞
在
人
戸
三
十
六
世
間
九
千
二
百
五
十
二
戸
(
況

太
守
集
・
省
入
・
丁
少
栂
多
・
請
苑
遼
連
奏
・
宣
徳
六
年
三
月
初
八

日
)
を
利
用
し
、
上
記
二
百
四
十
除
疋
と
い
う
馬
微
か
ら
逆
算
し
た
十

石
以
上
の
民
団
糧
納
入
者
の
敏
と
比
較
す
る
時
(
た
と
え
乙
れ
に
第
一

回
蛍
姑
の
人
戸
を
加
え
る
と
し
て
も
倫
且
つ
)
、
永
幾
初
年
、
民
団
の

み
を
、
あ
る
い
は
民
回
を
主
要
封
象
と
し
て
戸
下
に
所
有
し
農
業
経
営

を
し
得
る
農
家
が
非
常
に
少
な
く
、
凡
ゆ
る
農
民
屠
が
宮
田
に
関
係
し

て
い
る
現
貨
を
、
乙
の
事
例
は
明
ら
か
に
す
る
。

明
代
雑
役
労
働
の
施
行
方
法
に
お
け
る
最
初
の
劃
期
的
改
革
た
る
均
筏

法
|
従
衆
不
定
期
的
で
あ
っ
た
雑
役
の
割
り
償
て
を
、
皇
甲
正
役
と
同

様
、
十
年
に
一
度
と
定
期
化
し
、
割
り
嘗
て
牽
帳
た
る
均
借
畑
地
川
上
の
戸

則
の
順
位
を
主
と
し
て
回
土
(
或
い
は
税
額
)
の
多
寡
に
よ
る
よ
う
に

し
た
|
は
、
天
順
年
間

(
一
四
五
七

l
六
四
)
に
江
南
地
方
で
も
賞
施

さ
れ
る
(
山
根
氏
前
掲
論
文
に
よ
る
)
。

こ
の
よ
う
に
こ
こ
蘇
松
地
方

を
含
心
長
江
以
南
で
は
、
従
前
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
た
国
土
の
編
審

基
準
と
し
て
の
性
格
が
、
と
く
に
は
っ
き
り
表
面
化
し
て
く
る
と
、
雑

役
の
菟
除
乃
至
軽
減
の
慣
行
を
纏
っ
て
い
る
宮
田
を
、
ど
の
よ
う
に
虞

置
す
る
か
が
、
論
理
の
震
展
と
し
て
蛍
然
問
題
に
な
っ
た
と
激
想
さ
れ

る
。

〈
官
回
を
編
審
の
基
準
と
す
る
か
、
し
な
い
か
。
す
る
と
す
れ

ば
、
民
団
と
全
く
同
等
に
扱
う
か
、
あ
る
い
は
遜
減
換
算
す
る
か
〉
と

い
う
よ
う
な
形
で
。
賞
面
問
題
と
し
て
い
る
官
回
面
積
八
四
・
五
二
%

と
い
う
松
江
府
、
前
者
よ
り
宮
田
の
占
め
る
比
率
は
低
い
が
、
や
は
り

霊
.
要
な
宮
田
地
柑
怖
に
属
す
る
隣
接
の
嘉
興
府
、
常
州
府
に
お
い
て
、
均

一19一
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徳
法
施
行
後
の
正
徳
・
嘉
靖
年
間
(
一
五
二
二

l
六
五
)
、
|
|
宮
田

と
民
田
と
を
と
も

K
雑
役
編
審
の
基
準
、
あ
る
い
は
、
注
目
す
べ
き
こ

と
で
は
あ
る
が
、
直
接
の
封
象
と
す
る
、
そ
し
て
、
爾
者
の
聞
に
官
は

軽
く
民
は
霊
く
と
い
う
差
別
を
つ
け
る
ー
ー
と
い
う
よ
う
な
内
容
を
持

っ
た
た
て
ま
え
の
存
在
が
、
具
惣
的
に
資
料
の
上
に
現
わ
れ
る
。

A
、
近
銭
均
得
併
計
了
産
甲
首
亦
計
回
出
銭
・
・
而
均
筏
宮
田
畝

取
銀
四
分
民
田
畝
六
分
申
首
民
団
畝
分
五
厘
{
呂
田
畝
一
分
皆

十
歳
一
輪
畝
歳
銭
四
五
文
而
止
猶
未
霊
也

l
後
文
に
よ
っ
て
正
徳

十
一
年
(
一
五
二
ハ
)
以
前
の
規
定
で
あ
る
と
確
定
し
て
よ
い

l
(崇

鎖
松
江
府
士
山
・
谷
十
・
田
賦
三
所
載
の
松
江
府
華
亭
燃
の
人
顧
清
の
秋

亭
雑
記
に
よ
る
)

B
、
而
況
均
徳
之
編
五
升
田
畝
出
銀
五
銭
五
斗
回
畝
僅
出
銀
三

分
乎
(
前
掲
書
同
箇
所
所
紙
、
同
じ
く
車
中
亭
照
の
人
徐
階
の
徐
文
貞
公

奥
撫
按
均
樋
蓄
に
よ
る
。
全
文
の
窓
を
関
係
資
料
と
照
合
し
た
結
果
、

隆
康
三
年
(
一
五
六
七
)
、
松
江
府
で
富
田
民
田
の
一
則
化
が
お
こ
な

わ
れ
る
直
前
の
欣
況
を
諮
る
も
の
で
あ
る
と
断
定
し
て
よ
い
。
嘉
靖
末

期
の
事
で
あ
ろ
う
)

c、
嘉
普
土
貢
在
該
年
里
甲
而
均
徳
則
在
先
五
年

者

其

一
斗
至

五
升
及
無
耗
回
以
毎
畝
計

二
斗
至
三
斗
者
以
牢
畝
計
四
斗
至

五
斗
者
以
二
分
計
此
回
差
法
也
(
正
徳
十
三
年
〔
一
五
一
七
〕
の

序
あ
る
嘉
興
府
嘉
善
懸
志
に
よ
る
。
骨
同
時
の
償
行
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

ζ

の
嘉
普
勝
は
、
嘉
靖
嘉
興
府
闘
記
・
谷
八
・
物
土
に
よ
れ
ば
、
宮
田

二
七
七
O
頃
七
三
畝
徐
で
四
六
・
九
四
%
、
民
団
三
二
ニ
ニ
頃
ニ
七
畝

除
で
五
三

・
O
%
、

嘉
興
府
の
中
で
も
っ
と
も
宮
田
比
率
の
高
い
地
域

で
あ
る
)

D
、
常
州
府
に
お
い
て
、

嘉
靖
十
四
年
(
一
五
三
五
)
、
武
進
蘇
知

鯨
馬
汝
彰
に
よ
っ
て
同
豚
下
で
創
行
き
れ
、
雑
役
労
働
の
劉
り
笛
て
合

理
化
を
目
的
と
し
て
い
る
十
段
法
の
編
審
基
準
に
闘
す
る
規
定
は
、

「
富
田
一
千
三
百
九
十
六
頃
六
十
三
畝
七
分
、
毎
五
畝
折
民
回
一
畝
」

と
な
っ
て
い
る
。

(
高
経
常
州
府
志
・
谷
六
・
銭
穀
三
に
よ
る
)

以
上
の
よ
う
に
、

A
で
は
、

〈
官

2
〉

・
〈
民

3
〉、

B
で
は
〈
五

斗

M
〉

一〈
ハ
五
升
日
〉
、
C
で
は
、

八
五
斗

1
V
H〈
五
升

5
V
、
D

で
は
、

〈
官

1
〉
h

〈
民

5
〉
の
割
合
で
、
雑
役
編
審
基
準
乃
至
封
象

と
し
て
の
国
土
の
う
ち
、
宮
田
乃
至
高
率
田
が
、
民
団
乃
至
軽
率
国
民

劇
到
し
、
遜
減
換
算
さ
れ
て
い
る
。
各
々
の
例
が
表
現
の
ユ
コ
ア
ン
ス
を

異
に
す
る
鮎
、
な
ら
び
に
従
来
の
研
究
(
山
根
氏
前
掲
論
文
)
よ
り
も

は
る
か
に
早
い
時
期
に
、
松
江
府
で
、
均
徳
銀
の
田
土
へ
の
直
接
く
り

こ
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
里
甲
銀
に
も
、
田
土
を
直
接
の
封
象
と

す
る
限
り
官
民
田
聞
の
差
別
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
雑
役
労
働
制
や
全
世
間

役
労
働
般
系
自
身
応
酬
速
す
る
問
題
鮎
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論

じ
た
い
。
乙
こ
で
は
均
筏
法
貨
施
後
の
こ
れ
ら
具
健
例
か
ら
湖
及
す
る

と
と
に
よ
っ
て
、
明
初
洪
武
期
の
宮
田
に
も
、
そ
の
再
生
産
を
保
障
す

べ
き
雑
役
労
働
菟
除
乃
至
軽
減
の
慣
行
を
認
め
得
る
と
い
う
ほ
ぼ
確
寅

な
推
定
が
導
か
れ
る
乙
と
を
い
う
に
と
ど
め
る
。

次
に
、
富
田
が
民
田
に
比
し
て
は
る
か
に
少
な
く
、
雑
役
労
働
の
項

目
と
質
質
負
抱
と
が
増
加
し
た
後
色
、
右
の
償
行
が
、
よ
り
生
命
を
保

ち
や
す
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
掘
削
東
・
一
渦
四
位
・
江
西
・
湖
底
な
ど
の
、

蘇
・
松
-
嘉

・
湖
の
周
遜
地
域
か
ら
各
々
若
干
例
を
選
ん
で
提
示
す

"。。

A
U
 

n
，u
 

E
、
了
田
正
差

以
人
魚
丁

至
賀
仁
山

以
回
準
十
五
畝
震
丁
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始
麗
差
法
準
十
畝
潟
了
此
賂
従
軽
民
之
意
也
:
:
:
宮
田
奮
以
稔

重
凡
丁
差
皆
不
及
(
今
定
海
品
川
然
)
今
則
牟
民
団
央
(
嘉
靖
三
十
九

年
〔
一
五
六

O
〕
刊
寧
波
府
志
a

省
二
四
・
回
賦
)

F
、
然
官
固
有
折
銀
無
力
役
、
民
固
有
重
役
無
軽
費
以
比
較
之

無
甚
差
別
(
蔦
暦
十
四
年
〔
一
五
八
六
〕
刊
紹
園
内
府
志
・
治
十
四
・
回

賦
志
所
載
・
翁
大
立
徐
挑
量
田
記
)

G
、
民
国
苦
鯨
役
軍
累
官
国
有
折
解
而
無
蘇
役
(
天
下
郡
図
利
病

書
・
原
編
第
十
六
冊
・
一
繭
建
・
泉
州
府
新
志
・
困
土
)

H
、
均
径
額
編
銀
共
計
二
蔦
一
千
六
百
五
十
四
商
有
奇
其
法
以

人
丁
・
民
狼
粂
波
毎
人
了
二
丁
折
民
紋
一
石
惟
吉
水
以
宮
線
粂

滋
安
調
以
沙
米
粂
波
皆
以
ニ
石
折
民
殺
一
石
騨
停
額
波
銀

一
寓
三
千
六
百
八
十
二
爾
有
奇
倶
以
民
線
車
波
不
及
丁
安
調
則

更
以
沙
米
折
民
糠
如
前
民
兵
編
銀
三
高
五
千
五
百
二
十
雨
有
奇

以
人
丁
・
民
糠
粂
波
如
里
甲
惟
吉
水
以
宮
崎
根
ニ
石
・
人
丁
一
了
安

編
則
更
以
沙
米
折
民
殺
如
前
(
禽
暦
十
三
年
〔
一
五
八
五
〕
刊
士
ロ
安
府

志
・
昌
也
十
三
・
戸
賦
志
)

ー
、
秋
極
官
民
米
二
ハ
高
四
六
九
二
石
九
斗
五
升
有
奇
内
二
斗
以

上
起
科
官
米
一
高
八
三
三
石
八
斗
五
升
二
合
有
奇
江
夏
豚
展
城
包
糊

米
三
九
石
七
斗
一
升
七
合
倶
全
兎
滋
差
止
納
京
庫
叉
一
斗
以

上
起
科
官
米
一
首
一
七
二
石
九
斗
二
升
三
合
倶
折
牟
嘗
差
止
納

京
庫
弁
練
兵
糧
飾
・
顕
承
二
衡
月
糧
叉
一
斗
以
下
起
科
官
民
米
一
四

高
二
五
八
三
石
四
斗
五
升
六
合
(
一
斗
以
下
の
項
に
つ
い
て
は
タ
差
e

と
の
関
係
を
の
べ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
完
全
に
。
差
'
H
H
雑
役
努

働
の
封
象
と
さ
れ
る
の
、で
あ
る
〉
(
高
暦
三
十
『
年
〔
一
六

O
三
〕
刊

朔
費
総
志
・
谷
ニ
ニ
・
貢
賦
二
・
武
昌
府
V
E
は
新
江
東
部
の
寧
波
府
、

租骨

F
は
同
紹
興
府
に
お
け
る
事
例
で
、
関
係
資
料
に
よ
り
、
と
も
に
嘉
靖

四
十
四
年
(
一
五
六
五
)
漸
江
地
方
に
お
け
る
一
傑
鞭
法
施
行
前
夜
の

般
態
。

G
は
年
次
不
明
な
が
ら
、
明
代
の
穏
建
泉
州
田
町
下
に
お
け
る
官

回
・
民
間
各
々
の
雑
役
に
封
す
る
関
係
を
端
的
に
示
す
。

H
は
、
世
間
暦

+
=
一
年
嘗
時
、
江
西
士
ロ
安
府
で
、
里
甲
正
役
以
外
の
傍
役
労
働
H
雑
役

の
各
項
が
、
原
則
的
に
民
栂
H
民
田
種
を
賦
課
封
歯
車
と
し
た
こ
と
、
宮

田
・
沙
回
の
と
く
に
多
い
地
直
で
は
、
民
団
よ
り
率
を
下
げ
て
、
官

殺
・
沙
米
が
封
象
と
さ
れ
た
ζ

と
を
語
る
。
ー
は
、
世
間
暦
三
十
一
年

頃
、
湖
庚
武
畠
府
で
、
官
米
H
官
回
米
二
斗
以
上
の
も
の
に
は
雑
役
割

償
金
克
、
一
斗
以
上
に
は
、
一
斗
以
下
の
も
の
の
二
分
の
一
の
率
で
割

引
賦
課
、
一
斗
以
下
に
は
、
宮
米
、
民
米
を
関
わ
ず
、
雑
役
割
嘗
が
全

面
的
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
表
わ
す
。
乙
れ
ら
E
以
下
の
資
料
は
、
各
々

の
地
域
で
の
具
種
的
方
法
に
嫌
々
な
差
異
を
残
し
つ
つ
も
、
基
本
的
方

向
で
は
一
致
し
て
お
り
、
間
接
的
に
、
本
稿
の
主
題
と
す
る
蘇
松
地
匿

の
雑
役
労
働
と
宮
田
と
の
闘
係
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
c

高
暦
大
明
曾
典
は
洪
武
聞
の
令
と
し
て
、
各
腐
の
富
田
糧
を
、
銀
・
棉

布
・
絹
な
ど
で
折
攻
き
せ
(
品
恒
三
八
・
合
同
計
四
・
京
糧
)
、
洪
武
十
八

年
の
令
と
し
て
、
爾
出
則
及
び
京
畿
宮
田
と
特
に
指
定
し
て
、
同
じ
く
税

糧
を
紗
・
金
・
銀
・
棉
布
・
絹
な
ど
で
折
枚
き
せ
、
物
品
に
よ
る
一
定

の
換
算
率
を
定
め
て
い
る
(
轡
二
九
・
徴
枚
)
。
乙
の
二
例
は
本
文
の
事

例
と
や
や
考
え
方
に
食
い
違
い
が
あ
り
、
秋
極
の
米
穀
自
僅
を
折
納
さ

せ
る
も
の
で
、

ζ
ζ
κ

一
方
で
は
現
物
程
税
の
確
保
を
求
め
つ
つ
、
他

方
で
有
力
な
公
私
の
財
源
と
な
り
得
る
銀
・
布
・
絹
な
ど
を
徴
収
し
よ
う

と
し
た
夜
府
・
官
僚
の
よ
か
ら
の
怒
意
的
欲
求
を
見
出
す
ζ

と
も
出
来

よ
う
。
し
か
し
、
折
枚
の
品
目
に
紗
が
入
っ
て
い
る
乙
と
に
も
象
徴
さ

."... 21-
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れ
る
よ
う
に
、
宮
田
幾
民
の
再
生
産
を
維
持
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方

で
、
時
折
乙
の
よ
う
な
借
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
も
、
永
幾
十
三
年
以
後

七
イ

抱
欠
糧
が
非
常
に
増
大
し
て
来
た
時
期
に
お
け
る
諸
種
の
軽
賛
に
よ
る

折
枚
の
事
質
(
杜
宗
桓
上
巡
撫
侍
郎
周
悦
香
・
崇
税
松
江
府
志
・
倉
七

・
田
賦
中
か
ら
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
草
料
に
つ
い
て
は
、
各
二

九
・
徴
蚊
に
「
洪
武
二
十
三
年
令
官
回
毎
頃
寧
料
七
包
宇
民
田
加

倍
倶
起
淫
赴
京
定
場
交
納
」
と
あ
っ
て
、
宮
田
へ
の
配
慮
が
見
え

ヲ品
。

U5) 

こ
の
聞
の
経
緯
を
明
ら
か
に
示
す
も
の
に
、
官
民
団
務
糧
一
般
に
闘
す

る
天
下
郡
図
利
病
番
・
原
編
第
十
二
冊
・
漸
江
下
・
海
盤
腕
肺
志

・
食
貨

篤
の
記
述
が
あ
る
。

「
園
初
江
南
正
賦
止
有
商
務
而
鴨
総
之
資

倶
不
入
額
蓋
其
時
実
鼎
金
陵
地
近
易
逮
故
卸
以
運
納
借
之
民
力

不
稽
属
也
造
改
宅
幽
燕
道
里
懇
難
小
民
遼
運
抵
京
正
糧
一

石
率
用
米
至
子
三
石
財
殖
力
寵
勢
須
厘
改
」

た
と
え
ば
皇
用
制
を
通
じ
て
課
せ
ら
れ
る
正
役
的
な
労
働
が
、
税
糧
の

徴
牧
運
輸
・
滋
幅
削
水
利
工
事
な
ど
に
際
し
、
里
長
・
婚
長
な
ど
に
あ
た

る
燥
家
へ
の
、
何
ら
か
の
形
で
の
共
同
作
業
と
し
て
賦
課
さ
れ
て
く
る

と
き
、
官
回
承
佃
幾
民
の
再
生
産
に
は
不
利
な
篠
件
が
輿
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
宮
田
を
め
ぐ
る
再
生
産
の
し
く
み
に
つ
い
て
は
無
視
出

来
な
い
係
件
が
本
文
で
あ
げ
た
傑
件
以
外
に
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
な
お
雑
役
労
働
の
克
除
乃
軽
減
と
い
う
こ
と
自
慢
、
宣
徳
以
降
、
正

徳
・

嘉
堵
期
へ
と
、
「
雑
役
」
を
通
じ
て
の
政
府
・
官
僚
の
収
奪
が
強
化

さ
れ
る
い
わ
ば
「
役
の
時
代
」
に
封
し
、
と
も
か
く
も
中
央
集
織
の
基

礎
を
固
め
る
た
め
の
現
物
租
税
源
を
求
め
た
闘
初
の
い
わ
ば
「
税
の
時

代
」
に
あ
っ
て
、
よ
り
多
く
、
よ
り
速
や
か
に
農
業
生
産
物
を
農
民
層

。。

か
ら
獲
得
し
よ
う
と
す
る
政
府
が
と
っ
た
と
ζ

ろ
の
、
一
時
的
な
措
置

で
あ
る
と
解
穂
出
来
る
一
面
を
持
つ
。
叉
、
軍
戸
、
匠
戸
、
仕
戸
な
ど

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
自
身
が
特
別
な
役
と
み
な
さ
れ
て
、
通
常
の

役
を
奥
え
な
い
と
い
う
考
え
方
ゃ
、
全
種
宮
田
戸
に
含
ま
れ
て
い
る
極

貧
層
に
は
現
質
問
題
と
し
て
役
を
賦
課
し
得
な
い
と
い
う
考
え
方
と
同

じ
方
向
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
乙
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
代
の
蘇
松
地
方
を

は
じ
め
各
地
あ
っ
て
、
後
代
ま
で
ζ

の
た
て
ま
え
が
根
強
く
残
存
し
て

い
っ
た
事
買
は
、
園
家
権
力
に
よ
る
農
民
層
か
ら
の
税
・
役
牧
奪
が
、

極
端
な
表
現
を
と
れ
ば
、
「
税
重
け
れ
ば
役
軽
く
、
税
軽
け
れ
ば
役
重

し
」
と
い
う
よ
う
に
、
も
は
や
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
な
し
に

は
、
不
可
能
に
な
っ
て
来
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
少
く
と
も
制
度
の
表
面
に
出
す
べ
き
た
て
ま
え
と

し
て
は
。
嘉
靖
十
六
年
(
一
五
三
七
)
、
蘇
州
府
知
府
王
儀
が
行
っ
た

一
係
鞭
法
的
改
革
、
所
謂
「
徴
一
法
」
に
お
い
て
、
「
税
」
に
お
け
る

改
革
と
「
役
」
に
お
け
る
改
革
と
が
同
時
に
行
な
わ
れ
た
(
岩
見
宏
・

明
の
慈
堵
朝
前
後
に
お
け
る
賦
役
改
革
に
つ
い
て
・
東
洋
史
研
究
・
十

の
五
)
の
は
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ち
す
れ
ば
極
め
て
首
然
の
こ
と

で
、
税
・
役
雨
者
の
賦
課
方
法
が
嘉
靖
期
以
前
か
ら
、
密
接
な
内
面
的

関
連
を
も
っ
て
い
た
ζ

と
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
宮
田
の
多
い

し
か
も
田
土
の
生
産
力
の
高
い
乙
の
特
異
な
地
域
に
あ
っ
て
、
税
・
役

の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
は
、
と
く
に
鋭
ど
く
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
鮎
は
賞
代
の
中
圏
一
位
曾
に
お
け
る
園
家
楢
カ
の
あ
り
方
に
一
つ
の

示
唆
を
奥
え
る
も
の
と
し
て
さ
ら
に
深
く
遁
求
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

n
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地匿名 1;害賠官民| 典 接

蘇 州 宮田 |60094頃 | 3627..908294 1 !| 正徳姑蘇志毒事十五・田賦
民団 35323 

松 '江 官回 |47m 84.52 |正徳曾陥十九戸部四
民国 7300 15.58 -州豚ー ・国土

嘉 興
26.82 
|耕嘉興府闘記各八物土

民間 27938 73.18 

湖 川1 24.26 | 嘉志欄江通志谷十七貢賦
民間 20668 74.54 

常 州
14.64 | 松江府に同じ

民団 52736 85.36 

鋲 江 宮田|附6 31. 65 
|松江府間じ

民国 22365 68.35 

六府総計 I*宮田 Im~~~ 4G.32 | 上記各典竣11:より俵りに
民間 166330 53.68 算出したもの。

<第 1表>
洪武初年蘇州府地目別起科等則表

頃畝
61490.00 
29906.01 
20945.51 
1“氾8.40

等AU(=怨畝徴4担額)単位=石

*宋代新商の六郡におかれたといわれる公団約35000頃の4.10倍にあたる(車位のと
り方がひとしいものと仮定して)

0.23 

0.63 
0.05 
0.35 
0.25 
0.2 

地 原 名 地目 名 12J'均怨畝税糧徴枚額| 年 代

官 回 4.369 
民 田 0.433 
宮 国 3.090 |洪武~宣徳前宇(推定復元額)

官 回 2.304 
|洪慢武で宣一ニ徳宣務後徳時牢前~牢停正(推T徳R定間醐復元間勺民 回 0.632 

官 悶 3.307 | 額)

官 回 2.466 I (洪等武し宣い~徳宜も徳の後前と牢半考~のえ民て正間よ徳はい間醐閲勺民 回 o. 716 
官 回 2.710 l洪武~宣徳前牢(推定復元額)
官 回 2.021 
民 田 0.500 (洪等武~宜も徳前と考半の民国は左期聞に)

しいの えてよい

蘇松地臣官・民田卒均毎畝税糧徴牧額<第4表>

0.3 
一則

0.53 
0.03 
0.23 
0.53 

0.63 

0.33 
0.43 
10. 33 o. 32 o. 31 O. 3 自二
削減ー升下至五チ1.計二十五則

本表算出の恨嫌については註 (8)害照

<第5表>

主量

日知銭宅喜十覇軍松二府田賦之重

潜書 ・食難
康照呉江際志各五・風俗
乾隆震津賂志・谷二十五・生業

姦靖重街常熟豚志・容ニ・食貨

志

0.03 

0.23 

0.21 

0.2 

0.13 

0.03 

0.23 

0.05 O. 13 0.23 0.43 
0.53 
0.34 
7十Nー

'0.63 0.53 0.5 0.43 0.33 
0.2 0.13 0.1 0.05 0.03 
0.25 0.21 0.05 

"H O. 7:~ 
(I.~ o.:?J 
(1.4 0.31 
(1. i:iり.4
(1.23 (1.13 

名r;目名 | 面積 !

長洲勝国土 1 11138.96i 
宮田 1 5039.63 1 1京科

1 0.13 
功臣還宮田 1 218. 28 1 o. 435 
関耕田 1 1 0.4 
民田 13645. 45 I o. 26 
抄波田土原額田I 229. 08 I o. 73 

今科回I2224. 78 I O. 35 
呉麻田土 I4383.45 I 

官田 I 2274.39 I元科
1 0.2 

63.96 1 0.43 
0.29 
ニ斗
0.4 

民田 I 1468.331 0.23 
抄浅田元額回 1 32. 23 I O. 73 
今科田 I608. 49 I 0.35 
1 I 0.13 

奥江蘇田土 I11253.76 . 
i官回 I 4509. 70 O. 73 

I 0.13 
i民田 !日07.05 0.52 
i抄夜間原額田 | 512.7310.73 

今科田 1 924.36 0.35 
嘉定賑国土 I I 14186.72 

|宮田 I 6380. 88 O. 73 
0.05 F 田 I 3 郎町町70貝0ι一

一孟司j…4仰Muj1附抄波匠 7花8i 0.73 3 

l 斗チL

I 12541. 43 

典名直地

'0.05 0.03 

Q.63 0.55 0.53 0.45 0.43 
様UlJ週減ー升凡三十ll1J

起科

<第2表>

0本朝計織本府所輸六覇軍及紫明新事事共有国土
内篠宮国土
民田土
抄波国土

O各麻具有起科等則 亦任土所宜而作費也

県華

0.05 

0.33 

0.32 
0.21 

0.23 

0.23 

0.05 

0.32 

1官問 | 
功臣還官ffl

| 関耕ffl
1 民 IR 1953.22 
1 抄浪旧 3ifゆ.95
1 原書面問
i 今科阿

常熟篠田土 i
i宮 111
| 元科田

6378.25 

地税毎目糧畝名徴科及l俊則ぴ ITm l官民総|宮町 |官民総|官民各
積計内の百における百 種 額 計内の百々におけ

(=額) 分比 分比 分比 る百分比

官 田 |32488?J| 74必邸8釘7切 正6194.16 %1 

1升以上起科回 47.24 0.12 0.15 ~6 50 0.006 0.007% 
2 3.30 0.008 0.01 7 0.001 0.001 
3 959.21 2.41 2.95 3108 0.39 0.42 
4 2.17 0.005 0.007 94 0.01 0.01 
5 3485.85 8. 75 10. 73 18393 2.31 2.46 
6 17.04 0.04 0.05 112 0.01 0.02 
7 10.83 0.03 0.03 82 0.01 0.01 
8 25.97 0.07 0.08 227 0.03 0.03 
9 9.10 0.02 0.03 87 0.01 0.01 
l斗以上起科回 7710.00 19.35 23. 73 97717 12.29 13.05 
2 9962.02 25.00 30.66 239716 30.14 32.02 
3 7449.43 18. 70 22.93 250221 31. 47 33.42 
4 ‘1426.74 3.58 4.39 62019 7.80 8.28 
5 1048.67 2.63 3.23 52726 6.63 7.04 
6 1 130.68 0.33 0.40 8311 1. 05 1.11 
7 96.34 0.49 0.60 15525 1. 95 2.07 
8 2.61 0.007 0.008 219 0.03 0.03 
9 50 0.001 0.002 50 0.006 0.007 
1石以上起科回 52 0.001 0.002 69 0.008 0.009 
2 1 4 0.001 
3 1 1 

4 
(0.22畝 1 
=2分2厘)

民 田 17356~9tl 4臼87る15.84% 1 

6合3勺起科田 (0.83 
(0.0028石

=8分3厘) =2升8合)

1升以上起科白 0.20 0.001 O. 02 ~. 
(0.2193石=
2斗1升9合3勺)

2 68.62 0.17 0.93 146 0.02 0.31% 
3 637.25 1. 60 8.66 2065 0.26 4.44 
4 55.00 0.14 O. 75 236 0.03 0.51 
5 5409.20 13.50 73.53 28918 3.64 62.21 
6 0.63 0.002 0.009 4 0.0005 0.009 
7 0.38 0.001 0.005 2 2.22231 2.924 
8 7.68 0.02 0.10 62 0.008 I 0.13 
9 25 0.001 0.003 2 0.0003 0.004 
1斗以上起科田 994.81 2.50 13.52 11303 1. 42 24.32 
2 178.42 0.45 2.43 3613 0.46 1. 78 
3 4.39 0.01 0.06 136 0.02 0.293 

4 2 
(0.993石
=9斗9升3合)!

宣徳後半~正徳間(推定)松江府税糧科則分布表く第3表>

0.33 

0.03 

0.43 

0.05 
0.4 
O. 13 

0.43 
0.01 
0.33 
0.22 

0.53 
0.03 
0.25 

O. 13 
0.43 
0.23 

0:53 
0.03 
0.34 
0.23 
O. 18 

0.63 
0.05 
0.2 

O. 16 
0.51 
0.25 

O. 73 
0.2 
0.3 

0.23 
0.63 
0.33 

O. 73 
O. 13 
0.36 
0.28 
之上

0.01 

0.24 

0.33 

0.03 
0.43 
0.26 

0.43 
0.01 
O. 13 
0.43 

0.05 
0.53 
0.3 
0.03 

0.13 
O.臼
0.33 
0.05 

0.63 
0.05 
0.33 
0.63 

功臣還官回

開耕田

0.43 0.53 

嘉堵

康照 F

四友予審議説・各十四・史十

闘世編倉一

閲世編宅喜一

|崇顧烏程蘇志宅喜三・賦役

嘉立青

康熊 F

0.3 0.23 
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t美明梅田治 I I zi獄1.63
|官 ID I lt箆 80
l民図 I 1010.15 
1;紗使用 ! 総.67! 

・こ骨量Eほ..島氏121l'・q村家屋_，，&.・宮崎'.... ・‘..・司B九・ 111由U1:.tり作製した.
・画面.はr>>Jrl下幸曾爾 l. ・ta. r司~ ，小 、・ー.φ‘・・・.iは.JI(位をr7iJにとった。
.観賞から t :' .:l.ザ.~守fI" ~ 争f1"" 1， . .t~.;書品ζ え・.!喝しに-. 除 I:t'，拘置布した り なお， !III悶輔の官悶，
砂根回@司聞下には.Hb竜三二Y・4二;D ‘にa・‘目 、C. ="'IIIIJが記事れているが， 剣をいとって省
いた.t ~. L.ぞ:，:U_=i!a.てご瞳升に首す畠Jl1f':竃膏な胃.号育んで担り， 検肘の上級官を得て紹介し

.長山町 埼4・''"'λl! ーも i~' . ~戸.- て E・量アa:・ L でい~ 1， ζれは各自車それぞれの悶土..骨十には
N掃 L';‘、「ず ";;t ・ ~，j : lk":-‘れに?を量 f.~ 1，-'アP星
.瞭寸 "I ~ t.，院人 fに兵 1;"1: ，. . IJ T' ，. ， ，也白IL1:.r lて11'"
・ t 丈口よ古は臥て に行~ :'，ぞl<'" -;0 l ~ ， 

0.34 0.3 

0.33 

0.35 

0.43 

0.03 

0.36 

0.53 
0.03 

0.05 

0.37 

O. i3 O.品5
n '.'l-五Jt

117:?.'i.02 
36:?9. 3~1 

-この表は正徳7年 (1512)付額清の序ある正徳松江府志・巻七 回鼠中Kょった。
・面積は「分」以下を省略し，各項の紐額は「斗」以下を省略した。従って面積や種領の徳計は原文とは若干
異なっている。
・百分比は小敵鉛以下策4位を基離とした。それ以下のものKついては殆んど無視してもよいが，参考のため
に紀しておいた。その申.たとえば， 0.009%は0.01%11:四捨五入できるが，上記のととく 4位までに般が
出なかったものとしてそのままにしておいた。従って般事的圧は必らずしも取拾の基準が厳密ではない。な
お「一一」は以上の燦件をおいて色なお完全に無視すべき賃値である。
・註81<:記したように，己の表が，宣徳中年~末年の富田徴収寧卒均25%強切り下げ以後のものちあるEとは
確賓で晶る。



Government-Owned Fields (官田)ｉｎSouth China under the Ming 明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Masao Mori

　　

The cultivated fields owned by the Ming Government in south

Chinaﾀ

　

especially in the fluvial　regions of the Yangtze, were enor-

mous ；　in1391 about 63％　of all cultivated fields in Suchou　蘇州

Prefecture

　

was

　

government-owned, while　approχimately 84％　in

Sungchiang松江. In Suchou the ratio of crop dues from the gove-

rnment-owned fields against the whole crop dues amounted t0 95%,

while in Sungchiang 94%. This shows that in the early Ming period

agricultural exploitation by the government was largely carried out

through government　ownership. Though the rate of dues from go-

vernment-owned fields (on average ４.369 tou 斗per mou 畝in Suchou

and 3.09　in Sungchiang) was　considerably higher　than that from

privately owned　fields, it was much lower than the rate of farm

rent which often reached　over　one shih石per mou.　There were

other favorable conditions for tenant farmers　of　government-owned

fields such as ｅχemption fro m, or reduction of, covees and facilities

for transportation. Taking these into　consideration, tenants of go-

vernment-owned lands enjoyed privileges as compared with those work-

ing

　

for

　

landlords

　

who

　

ｅχacted

　

more

　

than one shih　per　mou　as

tenancy.

　

Part of the government-owned land was tenanted even by

landholding

　

farmers

　

and

　

landlords. The　collapse during 1426-1435

0f the government ownership system, as seen in the decrease of dues

from Suchou and Sungchiang, was due to not only the shifting of

political

　

center to north China but the ｅχtremely heavy burdens to

be

　

born

　

by the peasantry.　Considerable influence　was ｅχercised

down

　

to the early 16th century by the government ownership sys-

tem over the form and structure of landownership.

On the Cotton-Sizing Industry in Ch'ing 清Ｃｈｉｎａ

　　　　　　　　　

Ｓ町

Cotton-sizing was developed in Suchou 蘇州under the Ch'ing溝，

　　　　　　　　　　　　　　　　

－１－




